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偏 見 と 独 断 (4) 

1 0 9 

地元農民の反対で、深夜まで騒然としていた成田空港周辺も 一夜明け、はとんどが新婚の

力，：＇、プルというグアム島行きの 一 呑機が飛び立，ー，1：：ころには、どこの農村にもある様に、日

出と共に周囲のあらゆる生き物がゆっくり＜始動しようとしていろ横子だった。しかしそI)日、

あまりにも反対農民とそれを弾圧しようとする政府＝花察力に、みんなが目をうばわれていた

ためただ 一 つ、この農村の夜明けに異変が起きていた事を知るものがなかった。守港周辺の森

を寝ぐらとしているカラスの集団が、深夜までの騒動のため、いつもより寝ぐらへ着くのが遅

れ、そのためいつもは日の出前に空港を横切ってエサ場へ向かうはずであったのに、それが、

その日は一番機 が離陸した 、まさにその時に空港を横切ろうとしたのである。その結果、 一 番

機は数羽のカラスをエンジンに吸いこんでしまったのである。

このことに気づいた機長は、引き返そうか、 ． それとも一気に無理をおしてグアム島まで行

くか、かなり迷った末、この一 番機が引き 返す事がどれほど新空港の前途に不吉なかげを投げ

かけることにな るかを考える と、やむなくグアム島 へ行かざるを得ないことを悟った。しかし

この 一番機は
・
グアム島飛行場を目前にして、海上不時着という事態におちいったのである。生

きのびた乗客が機外（海）・ ヘ脱出したが、そ こにはもっと残酷な死が待っていた。次から次と

ジョ ー ズ（サメ）のエジキ（こなっていったのである。そのサメは、元日本兵が武器もなしにア

メリ カ軍と戦うために、永年飼い習したサ メ達だったのである。この光景を見ながら兵士はこ

うつぶやいている。 「ここはお前 達が遊びにくる 所ではない。そんな奴らは死んでもらう。」

外儲i）へも出れず、機内に残っていた者達も、だんだん水が浸入してきて機内で少しでも水

の少ない所を求めて逃げまわっていた。

この時、ハッと、目が覚めたのである。．仕方なしに起きて000に行く（夢の最後のシ ー

ンで 、どのような生理現象がおきているか、想像がつくであろう）。それにしても、久しぶり

に見た 夢にしては、我ながら何と貧しい思考の夢（ジョ ー ズ＝サメが出てきたり）ま見たのだ

ろうと思 うとガッカリする。これもみんな、先日の成田開港が悪いのだ（真夜中の独断と偏見）

ガッカリしたついでに目がさえ てしまった。仕方なしに無料（クダ）の原稿（生物学会誌）

でも書くことにする（編集者の声：権威ある生物学会誌に載せてもらえるだ け でもありがたい

と思え！）。 少しても成田開港反対と言えば、行政、マスコミから、国を亡ぼす極悪人と呼ぱ
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れる今ごろだ、真夜中だったら 少しは好きな事 が書けるだろう。それにしても、成田からの一

番機で新婚旅行でグアム島へ向った奴らには腹が立つ。 「反対派と政府がワイワイ言うのは勝

手だが、関係のない自分達に迷惑がかかるのはヤメてくれ！」それなら飛行場をつくるという

事 と晨民の生活と、いったいどんな関係があるのか、考ぇたことがあるのだろうか。関係のな

いものの楽しみをジャマするな、とカッコのいい事を言うのなら、せめて権力を持ったものが

力づくで空港をつくることで何の利益もない農民の生活を壊すような事をするな、ぐらいの事

は考えられないのか。

遊びと生活とどっちが大切かわからんのか、さらに新婚旅行でグアム島へ遊びに行くなど

とは何事か。私は中学生のころに、太平洋戦争でアメリカの従軍記者の写した、グアム、サイ

パン、硫黄島の写真集を見せてもらったのを、今でもはっきり覚えている。．ポロボロの軍服を

着た若い日本軍の兵士が、もう逃げ切れないと覚悟して、島のはずれで両親の写真を抱いて自

決した写真が載っていた。その記者は、なぜその若い兵士が自決しなければならなかったのか

を理解できない、と書いてあった。当時私も、なぜそんな事までしなければならないのか、無

精に腹が立った。しかし今ごろ思うのは、私などもしその時代に生まれていたら、まっ先に周

囲の人間にはげまされ、 •国のためという言葉で銃をとっていたことだろう 。．そして気がつい

たときには、もう自分1人の力ではどうしようもならず、後悔しながら死んていったのではな

いだろうか。

それは、今の教育制度の中でこれと同じ過程を踏んできたという実感から、そう思うので

ある。高校。大学へと、そこへは自分にとってさしたる必然性もなく、そうする事によって自

分の前途が開けるような気がして、また周囲のみんなが喜んでくれるという事で（それに逆ら

うだけの勇気がなくて）、そして大学へはいったものの、ただ周囲から与えてくれる評価のみ

に自分の価値をあわせ、入試という今までの努力目標が、やがて国民（政府の決めた成田空港

などに反対するのは、固民ではないらしい ）の学問へと変っていく c この、子供のころから自

分の価値判断をすて、ひ；とすら周囲のはげましによって競争心（出世心）を身につけ、そのき

びしさに心よいものを感じ、ひたすら有名＝出世することを生きがいとする今の社会。これで

は3 0年前とあまり変っていないのではないか。

今、3 0年前のグアム島の事を（戦争の事を）言 った時、それは昔の事で時代が変ったと

して、平気で新婚旅行に行く若者達は、今がそれほど良い時代だと思っているのだろうか。成

田に 見られるように、国（政府 ）のやり方に反対の声をあげれば、それを力（誓察力）で押え

マスコミがそれに協力する今の時代、将来に対して、少しは不安．を感じないのだろうか。また

今よりも、国家（政府）が、今の教育制度に見られるように、個人の生き方をより一層規定し

ようとする時代になったら、 「自由をうばうな」というだけの勇気があるか、あやしいもので
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ある（だ からこそ私などは、他人（ひと）から、独断だ偏見だと言われながらも、こうして文

章を書いているのてある ）。

いろいろゴチャゴチャ書いてきたが、これは私 の 眠っていた脳細胞の 1つ1つをタバコの

煙りで剌激して、何とかして読者に 理解してもらおうと書いた文章であり 、本当は又、情著不

安定な夢を見ないよう一方的に不満をぶちまけて 、すっきり 眠らせてもらいたいのである 。

（戟争批判や70年の 大学批判を、今も引きずって生きているという事はパカげた事だ、

諾してももう理解されるものではない、と簡単にあきらめられるほど、みなさんものわかりが

いいの だろうか。私など今 でも 大学で、当時の イヤな教投の顔を見るだけて胸がムカムカする。

話してダメなら、グアム島からたたき出せばよい。それがダメなら、サメにでも食われてしま

う時を期待しよう一ー 一偏見・独断十凶暴）

（半仙半魚 ）

あ る卒業生（高校教師）の シ

雨ニモマケズ

風ニモマケズ

雨 ニ モ マ ケ ズ

雷ニモ夏の 暑サニモマケヌ

丈夫ナカラダヲモチ

欲ヲモツガ

ヒタスラオシカクシ

イツモシズカニワラッテイル

一日＝米酒四合ト

陰デ多クノグチヲコポシ

アラユルコトヲ

ジュウブンカンジョウニイレ

ヨクワカッタフリヲシ

ソシテワラワス

郊外ノ団地ノ

三デーケーノアバアトニイテ

東二悩ム生徒アレパ

西ニミエヲハル親アレバ

行ッテ子供ヲホメチギリ

南ニエライ人アレバ

行ッテゴマヲスリ

北ニモメ ゴ トアレバ

シラヌフリヲシ

ウエノモノニハ

ナミダヲナガシ

シタカラッキアゲラレ

教壇ヲオロオロアルキ

ミン ナニ

テクノポ ー トヨパレ

バカニサレハスレ

ホメラレモセズ

ソウイウキョウシニ

ワタシハナッテシマッタ

行ッテ聖人君主トナリ ．（「精と性と生徒」 1の7文集 1977 より ）
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魚 陸 に 上 る (3)

一魚から人 間までの歴史 ー一

奥 野 良 之 助

第 1 章 魚 の 起 原 （続）

3 アリストテレスからダーウインまで（続）

近 代：先日、講義のときに、 「アメリカ大陸を発見したのは、 だれや知ってるか」とた

ずねてみた。 居会わせた、 というのはちょっとおかしい表現だが、大学3年生32人は、み

んなニャニャして答えない。 「何をわかり切ったことを、 ことあらためてきくんだろう。 ゎ

れわれをパカにしているのか、 それ とも先生 がバカなのか 、 どちらかにちがいない」と思っ

ている顔つきであった。

さて、 この質問には、 当然のこ とながら 、 ワナがしかけてある。 その1つは、 よくなぞ，

かけ遊びに出てくる奴だが、 ＂コロンブスの船の見張り員 ’'という答 である。私の息子は、

ここま で “正解 ” した。 2つめのワナは、私もききかじりでくわしくは知らないのだけれど、

コロンプスよりはるか以前、北欧のウ�アイキングがすでにアメリカ大陸へ着いていたという

証提があるそうである。しかし、 これもまた ｀｀正解 ＇’ ではない。 アメリ カ大陸へついたコロ

ンブスは、そこで何を見たか？ 色浅黒い、背の高い、 するどい顔つきをした、 ｀｀人間’' を

見た。 西まわりでインドヘ行って 、香料を手に入れ大もうけしようと考えていたコロンプス

は、アメリカをィンドだと思いこみ、その人間を ｀’インド人” つまり ｀’インデイアン” と呼

んだ。 も ちろん、 そのまちがいはすぐわかったのだが、 名前だけはそのまま残り、 アメリカ

イ ンデイアンとして、現代にいたるま で、 ジョン・ウエインあたりに、大量に撃ち殺されて

いるハメにおちいった。最近、 アメリ カの学会で、 ＂インデイアン’'という名前に対する 反

省がおこり、今後は ＂ アメリ ンデイアン’'と呼ぼうということになったらしし、`。アメリカ・

インデイアンをちちめただけで．、大して変らないと 思うが、 まあ、反省しないよりは反省し

た方がよろしい。
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コロンプスがアメリカについたとき、そこに “ アメリンデイアン ’'なる ＂ 人類’'がいた

ことは、 アメリカがすでに、．人類の一部の人によって発見されていたことになる。もし、 そ

ぅてはないとするならば、 アメリンデイアンば人類ではないとしなければならぬ。血も涙も

ないインデイアンが、 よく西部劇の中には出てくるが、本当のインデイアンは、 アメリカへ

渡った初期のヨ ーロッパ人が気候や土質に合わぬコムギを植えて枯らせてしまい、餓えそう

になったとき、 トウモロコシの栽培を教えて助けてくれたほど、人間味あふれる人間であっ

た。血も涙もないのはヨーロッバ人の方で、数が増えるにつれて、鉄砲の力にものを言わせ

てイソデイアンを撃ち殺し、 その土地をうばっていったことは、 いうまでもあるまい。 あま

り知られていないことを1つのべておこう。いうまでもなく、 アメリカヘやってきたヨ ー ロ

ッパ人たちは、 キリスト教徒であった。少なくともタテマエはそうであった。自分たちの利

益のじゃまになるインデイアンを撃ち殺すとき、野生のパイソンとは、やはり少しちがう感

情をもったらしい。かれらは、新大陸で “新’'発見した、この2本足て歩く生き物は、 ＂人

間 ’'ではないのてはないか、 と、 ロ ー マ法皇庁におうかがいを立てた。 同時に、相当なピ丁

ナッツが献上されたのか、 それは記録（このこっていないが、法皇庁ては、 ああてもないこう

でもないと、 おきまりの論議をかわしたあげく、何とこの ＂生きもの’'は人間てはない、 と

いう判定を下したのである。 そして、 その根拠とされたのが、 ＂対せき人’'という、聖書に出

てくる、 ありえない人間の話であった。聖書では、世界は平たいものとされている。何とな

れば、もし地球が丸かったら～というのも変な表現で、丸いから地 ＂球’'というのだが、反

対側にすむ人間は、下を向いて立っていることになる。 そんなことはありえない。したがっ

て、地球は丸くない。 自分だけが丸い地球の上にいると思っているヨ ー ロッパ中心思想も、

ここまでくると度しがたいが、今度はそれを逆に使って、 アメリカ大陸にもし人がいるとす

れば、 それは “対せき人” になるから、存在するはずはない、 したがって、 アメリカ・イン

デイアンは、人間ではない、 というのだから、無茶とも苦茶とも言いようがない。ただ、無

茶でも苦茶でも、法皇庁が人間ではない、と言ってくれたおか(1で、 アメリカヘ渡ったキリ

スト教徒たちは、良心の痛みを感じることもなく、心安らかに、 ィンデイアンを撃ち殺しつ

づけたのだから、まった＜冗談ではない話である。 のち、さすがに法皇庁も自己批判して、

アメリカインデイアンもまた、我々と同じく人間であると訂正した。しかし時すでにおそく、

インデイアンたちの大半は殺されてしまっていた。必要がなくなったので、法皇庁へのピー

ナッツのつけとどけがなくなったのかもしれない。

というわけで、 アメリカ大陸を ｀｀発見” したのは、 ウサィキングでもコロンプスでもな

い。 いまから3~4万年も前、 ちょうど氷河期で海面が下がり、干上っていたベー リング海

峡を、文字通り未開の地を求めて雄々しくも渡っていった東アジアの住民、 つまりアメリカ
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インデイアンの先祖だったのである。 そういわれても、なおかつ、ひっかかるものを感じる

人は、 ＂日本の発見” はいつのことか、を考えればよい。1 4 9 2年のアメリカ ｀｀発見’'に

おくれること5 1年、ポルトガルの船が種子島に漂者し、 日本に鉄砲を伝えるとともに、ヨ

ーロッパヘ ｀‘日本’'を伝えた。 これ が日本の «発見’'である。西洋史ではそうなっている。

ときに織田信長1 9オ、豊臣秀吉1 7オ、そして徳川家康御年1オのころであった。 それ以

前の日本は ＂なかった” ことになっている。

余談はさておき、産業革命をなしとげたヨーロッパ諸国は、あ らそって世界中に進出し

はじめた。これをふつう、大航海・大発見時代という。大航海はいいが、大 ＂発見 ’'という

のは、 言いかえてもらわねばなるまい。 のちにのべるダ ーウインもまた、この世界中をヨー

ロッパの植民地にしよう という侵略に一枚のって、世界を一周し、進化論をつくった。かれ

ののったビ ー グル号という船は 、わずか230トンの、 エンジンのついていない木造帆船だ

ったが、それ でもレッキとした大英帝国海軍の軍艦であった。 そ してその任務は、南アメリ

力近海 の海底測量だったのである。 当時は日本も、 一 つまちがえば侵略される方だっ•たが、

明治以来は侵略する方にまわり、軍隊のかげ にかく れて、満州（現・中国東北）、中国、東

南アジアヘ ｀｀学術” 探険にいって、業積をかせいだ人はたくさんいる。軍人として中国へ攻

めていき、危険がなくて勤務の楽な司令部付となって中国の生物を集め、戦後それを論文に

して、国立大学の教授におさまった人もある。これなど、 自分の利益のために、中国と日本

の両方を裏切った悪質な行為であろう。もっとも、これらの学者はいずれも小粒で、ダーウ

インのように、世界の思想界をゆるがすような大学説を発表した人は、不幸にしてというか

幸いにしてというべきか、一 人もいなかった。

このようにして、ヨーロッパ人は世界の各地へ出かけ、それまでのヨ ーロッパ世界の外

に、もっと大きな、珍しい世界が存在していることを知った。 このことは、中世の眠りに沈

みこんていたヨーロッパの知識人にとって、大きな思想的衝撃を与えたのであったが、こと

生物学に関 riるかぎり、最初のうちは、問題はもっと唯物論的であった。

世界中へ散ったヨ ー ロッパ人は、いままて見たこともないさまざまな動植物を見てびっ

くりし、次いで、これは もう・かる、と思い、見さかいなしにつかまえて、ヨ ー ロッパヘおく

った。 •まさに、標本のこう水であった。 そこ
．

で困りぬいたのが生物学者、いまの分類

学者である。 ヨ ー ロッパ産のものだけでつくられていた、当時の分類体系では、どうにも処

理しきれない。
・
業をにやしたある学者は、アルフアペット順に名前を並べて整理した。もの

自体が似ているかどうかなど、問題ではない。サルの次にサンショウウオがきてサンマにつ

づく、 といった具合。もっとも、これは実は、大変便利な方法で、なまじいいかっこして分

類体系順（こ整理したりすると、 その体系が頭にはいっていないときは、さがすのに一苦労す
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とはいえ、いつまでもアルフアベット順ではやはりカッコが悪い。そこで、必要にせま

られて、それまでのアリストテレスの体系を改革しようという動きが出てきた。

ジョン・レイの体系：まずはじめは、ィギリスのジョン・レイ (1628---:1705)とい

う学者である。その体系を次に挙げておこう。

A 有
一

血動物

a 肺呼吸、心臓（こ室あり

1 心臓2室

1) 胎 生

2) 卵 生

2 心臓1室

b エラ呼吸

B無 血 動 物

a 大 型

（ホ乳類）

（鳥 類）

（両生・ハ虫類）

（魚 類）

1 軟体類（クコ・イカ）

2 有甲類（こん虫・甲カク）

3 有カク類（貝）

b..小 型 （小コン虫その他）

レイの体系は、以上に見るとおり、アリストテレスのものと大差はない。むしろ、後退

しているといってもよかろう。無血動物を、大型・、小型で分けるところなどは、冗談として

は面白いが、分類の上ではあまり意味はない。ただ、有血動物を、呼吸のしかた（肺かエラ

か）と、心臓にある部屋の数、それに生まれ方（胎生か卵生か）といった、いくつかの特徴

の組み合わせで分けていくところは、一 つの進歩といえよう。こういう基準を立てておくと

新しい生物がきたときに、どの類にそくするかがすぐわかるわけである。

レイの功積は、も う一つある。それは、かれがはじめて、現代的な意味で、 ＂種’'の定

議をしたことである。 「さまざまな種にぞ＜する個体は、たえず自分独得の性質を保存し、

他の種の種子からは生じない。」•これは、 「遺毎を種の定議にとりいれた、はしめての例

である。

しかし、レイの努力にもかかわらず、その当時に出された すぺての分類体系とともに、

新種のこう水の下に破産していった。この分類学の危機をすくうべく、神様からつかわされ

てきたのが、かの有名な、スウエーデンのカール・リンネその人である。
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カ ー ル ・ リ ン ネの分類体系 ： リ ン ネ ( 1 7 0 7 ~ 7 8) は、 1 7 3 5 年 、 そ れまでの研究 を

ま と め て、 1 つの論文に し た 。 こ れが有名 な、と いっても知ってる人にとってだ けだ が、

「自 然の体系 （ シ ス テマ ・ ナチ ュ レ ）」 第 1 版で、 わずか 1 4 ペー ジの小冊子で あった 。 こ

れが ど う い う わけか好評 で 、 リ ン ネ は 記 載 する種 は どん どんふ え 、 2 3 年後の 1 7 5 8 年に

出 た 第10版に は 、 4 2 3 6 種もの動植物が載せ ら れてい た こ と は、前回にのべ た 。 こ れ を分

類の出 発点 と して、現在まで 、 分類学と い う の は要する に 、 リ ン ネの 「自然の 体系」 をただ

ひ た す ら 、 ふ く ら ましつづげて き た 、 と い う わ け で あ る 。

さ て 、 リ ン ネの分類体系が大変評判が よ く 、た いて い何か 一 言あ ってしかるぺ き学者 ど

もが、みんな こ れを受け入れ た 秘密 は 、 何だ ったのだ ろ う か 。

リ ン ネの体系そのもの は 、 あ と でのぺる が、少な く とも 動物に 関して は 大した こ と はな

く 、特に無セ キ ツ イ 動物な ど は、アリ ス ト テ レ ス よりも 、 はるかに 後退している。 リ ン ネ が

みんな（こ受け入れ ら れた の は、 より進んだ 複雑性で はなく 、 む し ろ その反対の、・単純性、簡

潔性に あっ た ら しい 。 その分類学の特徴 は、 1 、 分類単位（種） の確立、 2 、体系の 合理化、

3 、 名前の つ け方 (2 名法） 、 とい う 3 点に要約で き る。順次説明し てい こ う 。

1 分類単位 （種） の確立

リ ン ネも、 レ イ と 同 じ く 、 遺伝を使 っ て種の定義を し た 。 親 と子、子と 子が そ れ ぞ れ よ く

似ている こ と をもって、種 と い う ものが存在 する こ との保証と した わ け で あ る 。 そ して、種

こ そ 生物の単位であ り 、分類の基準となるべ き もの で あ る こ とを強詞 し た 。 特にリ ン ネ は 、負

面 目 な キリ ス ト 教徒で あ り 、神様が種を つ く ったのだ 、 と 固く 信 じ ていた 。 「神がつ く っ た

その数だ けの種があ り 、 増 え も減 り もして いない」 と ,,ン ネ は断言す る 。 種 は 不変で あり、

一切の変異 は こ れを認めなかった 。 この よ う に、分類の単位と しての種を、 は っきりと決め

てしまった と こ ろ に 、 リ ン ネの第一の功積が ある 。

もっ と も、リ ンネ が い く ら 、 「生物に は変異 は な い 」 と 、 その権威 をもって決めてみ た って、

実際に は や は り変異 は あ る 。 リ ン ネも晩年 に は と う と う 、種に は さまざまな変異 が あ ること

を 懃め、神様がつ く ったの は種で はな く 、 その上の分類単位であ る ＇`属” ら しい、 と やや譲

歩 し て い・る 。 ふ つ う の人は老年になるに つれてガンコに なり、まち がって いることが明々白

々 に なってもがんばる t のだ が 、 さ すが はリ ン ネ、年老 い ても頭脳は 柔軟で あ る、 と 感心す

る 人と 、 いや 1) ン ネだ って齢 を と ってモ ウ ロ クしてきたのだ よ 、 と 笑 いと ばす人が いて、 2

0 0 年来 （と い え ば今年 1 9 7 8年 は リ ン ネ死 後 、 ち ょ う ど 2 0 0 年になる） ケ ン カが絶え な い

な い 、 と い う の は もちろん ウ ソ だ が、 と に か く 、リ ン ネの属 は現在の科に当るほ ど 大 きな力

テ ゴリー だ か ら 、 こ れ は相当大き な譲歩だ と い え よ う 。
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2 体系の各瑾ィ£

． ｀ ずで に の べ た よ う に 、 ア リ ス ト テ レ ス は 、 種 と 類 と い う 2 つ の 概念を使 っ て 、 すべて の
.. . " 

も の を 分類整理 し た 。 し か し 、 種の 方は よ いが 、 集め る 方 は す べ て類であ っ て 、 ネ コ 類 も ホ

乳類も 何で も 類で あ る 。 リ ン ネ は 、 こ の 類を 、 大 き な も の か ら小 さ な も の ま で 、 い く っか に

段階づ け た 。 いち ば ん大 き い 類が、 ＂界’' で あ り、 動物 ・ 植物 ・ 鉱物 の 3 つ か ら な る 。 次 い

で、 ＂
、

綱’＇ （ ク ラ ス） 、 ＂ 目 ” （オ ー ダ ー） 、 ＂属 ＇’ （ ジー ナ ス） と い う 順に 小 さ く 分 け て

い く 。 ＂門” （ フ ア イ ラ ム ） と ｀｀科” （ フ ア ミ リ ー ） が な いで は な いか と い わ れ る か も し れ

な い が 、 こ れ ら は 後 に つ け加え ；ら れ9たも の で あ る 。 門 は キ ュ ヴィ エ がつ く っ た と い う こ と は

知 っ て い る が 、 科 はだ れが加え た の か 、 残念 な が ら 知 ら な い 。 知 ら な く と も 大 し て 支障 は な

い の て 、 実 は そ れ ほ ど 残念で も な い 。

生物学を や っ て い る 人に と っ て は 、 こ ん な こ と は 常織で あ り 、 別に大 し た こ と と は思 っ

て い な いが 、 私 は 以前 、 あ る 文科系の 学者 の 集 き り で、 こ の分類体系の 話 を し た と き 、 み ん

な か ら
・

ヽ 実 に見事 な体系だ 、 と び っ く り され て 、 こ ち ら の方がび っ く り し た こ と が あ る 。 そ

の と き の 私の 話 の ね ら い は、 実 は別の と こ ろ に あ っ て 、 そ の た め に や む を 得ず分類体系の 説

明 を し た の だ が 、 か ん じ ん の私 の ね ら い の 方に は 、 だれ も 感心 し で く れ な か っ た 。 や は り 、

リ ン ネ は 偉大であ る 。
• � 

リ ン ネ の 体系に よ っ て 、 ど ん な生物でも 、 そ の 分類学上の 位置 を き っ ち り と 決め ら れ る

よ う に な っ た 。 た と え ば、 ラ イ オ ン は 、

動物界ー ホ乳綱ー食肉 目 ー ネ コ 属 ー ラ イ オ ン種

で あ り 、 ウ マ は 、

動物界 ー ホ乳網一奇テ ィ 目 ー ウ マ属ー ウ マ種

で あ る 。 つ ま り ラ イ オ ン と ウ マ は 、 同 じ 綱で異な る 目 に 属 す る と い う こ と が わか る。 そ れ が

わか っ た ら 何 の 役に立 つ の か、 と 問 われた ら 答に 困 る が、 放 っ て お け ば ば ら ば ら な 生物界 を

秩序づ け る く ら い の 役に は立 っ て い る だ ろ う 。 オ レ は秩序が き ら い で、 ば ら ば ら な ま ま の方

が よ い 、 とい う 人に は 、 お手上げであ る 。 も っ と も 、 秩序に も 2 と お り あ っ て 、 時の 権力が

無理矢理秩序づ け る の と 、 そ れぞれが 自 分の意志で秩序づ く ー一 こ ん な 言葉、 あ っ た か な 一

ーの と 、 であ る 。 リ ン ネ の 分類 は 、 ど う や ら 権力的に秩序づ け る方式 の よ う で 、 生物自 身 の

つ く っ て い る 秩序 を 見 つ け出 そ う と し た の が 、 の ち の ラ マ ル ク で あ っ た ら し い 。

も っ と も 、 学問 に対 し て 、 何か の役に 立 つ か 、 な ど と 問 う 方が間 違 っ て い る の で あ る 。

学問 と は 、 も と も と 役に立た な い も の で あ る 。 た ま た ま 役に立つ と 、 原子爆弾 と か公害 と か

悪 いこ と ばか り する 。 私 Iた大阪の生 ま れであ る が 、 ・・・ヒキガ エルの ＂研究＂ を し てい る 、 と い

う と 必 ら ず 、 「そ れで何 か役（こ立ち ま っ か」 と き か れ る 。 大阪人の 「役に立 つ」 と い う の は
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「も うかる」とほ ぼ同義であって、 「役に 立 ちまっか」 といえば、 「 も うかり ま っか」とき

かれたのと同じである。こういうときに は返事 に 困ってしまう。どう考えて も 「 も う かり ま

へん」 からである。 も し学問 が役 に 立 つ な ら ば、魚類学者はメ槌眉 よ り も 魚をた く さんとり 、

経済学者は大金持に な って いるはずである。学者は欲がないから、できて も しないのだ、と

いうのは大 ウ ソである。学者ほど金をほしがる も のはいない。 ウ ソ だと思った ら、学者に ち

よ っとした金をやってごら んなさい 。 たいてい言うことをきく。

とにかく、学者は金に 弱く、そして リ ン ネ の体系は見事である。

3 二 名法

リ ン ネ は も う 一 つ、大きな功積 をのこしている。’ 考え よ う に よれば、これが リ ン ネの最

大の功積か も しれない。それは、生物の 名前のつけ方を案出 し た こ とである。

リ ン ネの命名法は、い わゆる二 名法と よ ばれるも のであって、生物の名前 （学名） を、

その属する属名と種名を、必らず 2 つ並べて書くとい う方法である 。 2 つ並べたの が ＂種名'’

であって、種だけを示す名前 は種名ではない。 そこでこれを ＂種小名” という。学者
．

という

も のは 、 実に細かい と こ ろまで気を配る。そのかわり、大きなとこ ろ に、 よ く 穴があく 。ニ

名法の功積と は 何か 。 それは、 一 つ に は、二 つ の 名前を並べることに よ って、 少な い 名称で

たくさんの も の に 名前を つけられる よ うに したことである 。 何 のことはない、我 々の氏名と

同じである。姓と 名がある おかげて、同姓同 名といった 混乱が大きく防 げている よ う に、生

物の名前 も 二 名法のお か げで、大変うまくい っ てるのである。功積の二 つめは、属の名をつ

けて おくこと に よ っ て、 その生物がだいた い 何の類に 属 するかということが、名前を見 ただ

けでわかること になる。も っと も 、これ も 人間の名前とい っ し ょ で、膜原道真、 平清盛、 源

義経と いえば、それ ぞれの属する氏族がわかった。ただし、このごろでは、膠原何とかとい

って も 、藤原氏に属しているのかどうか、保障はない。 同じ よ う に 、 リ ン ネの属は、現代の

科に 当るくらい大きかった ので、 何の類かがわかったが、 いまでは属 は細分されてしまった

ので、属名を見た だ けでは 何も わからなくなって いる。 要するに 、 リ ン ネ の二 名法なるもの

は、人間の姓名の つ け方 の 、全面的盗作にす ぎない も のである。

それが 何故、 当 時の学者に 歓迎され、全面的に とり入れられたのか。 それは、当時の生

物の 名前を見 れ ば、 す ぐ に わかる。次の 2 つ は、当時 使われてい た ある動物の名前である。

Fells cau曲 1n 丑ocum definente 
ネ コ 尾 毛の束 はしっこ

Fel1s ma四 四011s long1 s nigr1B 
ネ コ 黄 ブ チ 長い 黒

それ ぞれ 何 と いう動物か、お わかり になるだろうか。前者は ライオ ンであり、後者は ト ラで

ある。これを リ ン ネ は、



Fe118 leo ラ イ オ ン

Fells t1gr1s ト ラ ・

と い う 風に簡略 化 し た 。
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二つ の 名 を 重ね る こ と に よ っ て 、 名 前 の 混乱 を さ け る よ う に し た の が リ ン ネ の 二 名法だ

と よ く 説明 さ れ て い る が 、 そ し で そ れ は そ の と お り な の だ が 、 リ ン ネ の 功積 は 、 名 前 を 複雑

化 し た と こ ろ に あ る の て は な く 、 単純化 し た 点 に あ る 。 長 い長 い学名に う ん ざ り し て い た 学

者 ど も は、 だ か ら こ そ 喜 んだ の で あ る 。 も と も と 学者 と い う 生 き 物 は 、 単純 な こ と を 複雑に

し て し ま う く せを 持 っ て い る も の て あ る が 、 そ し て そ う ・ で い る か 芸 り 、 え ら い と 思わ れ る

も の な の だ が 、 リ ン ネ は敢然 と し て 、 複雑 なも の を 単純化 し た 。 こ れ は 、 学者 の世界で は 大

· 変勇 気 の い る こ と て 、 こ の 点で や は り リ ン ネ は え ら い 。

リ ン ネ 時代 の 種数 は 、 し か し 、 高 々 数千であ っ た 。 分頷学者 は そ の後、 営々 と 働 ら き つ

づけ 、 い ま で は t O 0 万種を 越ぇ て い る 。 分類学者がこ ま か な 違いに 目 を つ け で 、 た く さ ん

た く さん種を こ し ら え る か ら 、 中学生が迷惑す る 。 烏 な ら 、 大鳥 ・ 中 鳥 ・ 小烏 の 3 つ く ら い

で え え や な い か 、 と い っ た 中学校の 先生が い た が 、 そ ん な こ と を し た ら 、 分類学者が失業 し

て し ま う 。 か く て 種 は 、 日 夜増え つ づ け る の で あ る 。 そ し て 、 あ ま り の 数の た め に 、 さ し も

の リ ン ネ の 二 名法でも ま か な い き れず、 同 じ 生物に 違 う 名が つ い た り （同種異名） 、 違 う 生

物 に 同 じ 名 が つ い た り （異種同名） 、 学名 は混乱 を 極 め て い る 。 t O 0 万の種に 2 0 0 万の

名 前 がつ い て い る と も い われ 、 そ れ を 整理 す る に は百数十年か か る と も い わ れて い る 。 混乱

し で い る 学 名 の 整理 だ け て も 論文に な る の て 、 そ れで業積 を かせ ぐ人も 出 て く る 。 そ の 整理

が ま た 閏違 っ て い る と い う 験文が、 さ ら に出 た り す る 。 世 は さ ま ざ ま で あ る 。 要す る に 、 当

分 は 学 名 の 混乱 は お さ ま り そ う に な い 。 そ こ で 、 「横町の 隠居」 氏の よ う な ポ ヤ キ も 出 よ う

と い う も の で あ る 。

こ う し て リ ン ネ は 、 世界中か ら 集 ま っ て き た動植物の た め に収拾がつ か な く な っ た 分類学 を

建て な お し た 。 そ の 秘密 は 、 よ く と と の っ た簡潔な体系に あ っ た ｀ と い っ て よ い 。 そ し て さ

ら に 、 リ ン ネ が神に よ る種の 創造を 信 じ 、 変異 を無視 し 、 永久不変 の 種 を 単位に と っ た こ と

も 、 そ の 分類学が成功 し た大き な 原因て あ る 。 も し リ ン ネ が 、 の ち の ラ マ ル ク や ダー ウ イ ン

の よ う に 、 種が変 る 、 な ど と 思 っ て い た ら 、 そ の言 う と こ ろ 混乱 す る ばか り で、 と て も 分類

学 な ど 、 つ く れ な か っ た こ と て あろ う 。 こ う し て整然 と 秩序立 っ た 、 見事 な 「自 然の体系」

が う ち立て ら れ た 、 と い う わ け で あ る 。

と こ ろ が、 リ ン ネ の動物分類体系は 、 も う ひ と つ立派 と は い え そ う に な い 。 網ま で の 分

類 を 次 に挙 げ て お こ う 。
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動 物 界

1 ホ 乳 綱

2 烏 綱

3 両 生 網 （ハ虫類 を 含む ）

4 魚 綱

5 こ ん 虫網

6 せ ん 虫綱

こ れでしま いである 。 セ キ ツイ動物 は ア リ ス ト テ レ スと大差な い 。 その上、 両生網に は 、 ど

う い う わ け か 、 サ メ ・ エイ ・ チ ョ ウ ザ メ 、 それに フ グまてが は い っ て いる 。 無 セ キ ツイ動物

に い た って は無茶苦茶で、 こ ん 虫以外 は全部 、 せん虫網なる一 つのグルー ブに放りこんです

ま して いる 。 た だし リ ン ネ は 、 人間を サ ル と と も に 、 ホ乳綱の中 に いれて いる。 こ れ はなか

な か 立派てあ る 。 「それほ ど 、み に く いけ だ も ののサ ル は 、 人間と似て いる」 と 、 リ ン ネ は

「第一 に コ ー ヒ ーの使用 、 第 二 に 類人エンの考察」 と い う 論文の中 に 書 い て い るそ う で ある 。

こ う いう表題の学術輪文 を私 も 書 いてみ た いと思って いるのだが 、 ま だ果せな いで いる 。

要 するに リ ン ネ は 、自分て直接顆ぺ な いで 、 い ろんな も の を 分類した ら しい。こ れ も ま

た 、 現代の学者の よ く 使う手であって 、 現 に私 も 、 自分て全 く 研究した こ とのな い分類系統

学 を 、 あっ かまし く も 書 いて いるわけである。 （つつ く ）
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大 学 学 （ そ の 2 )

一 大学 と は何 ぞ や 、 を 問 う 学問 ー一

事 例 3 定員削減 （ そ の 1 ) 「風邪 を ひ い て汗が ダ ラ ダ ラ J
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公務 員 が 多 す ぎ る 、 と い う の は 、 一 般の 世論で あ る 。 も っ と も 、 こ れ に は少 し 誤解 が あ っ

て 、 本 当 に 多 す ぎ る の は高～中級公務 員 で あ り 、 直接住 民 に 接す る 低級公務 員 は 、 む し ろ 少 な

く 、 労働過重に な っ て い る の が現状で あ る 。 そ う い っ た状態 は 、 現在の お役所の 機構の 中か ら

必然的に 出 て く る し か けに な っ て い る 。 そ れ な り の 学歴の あ る 人は 、 一定の年数がた つ 1こ し た

が っ て え ら く し な け れ ば い け な い こ と に な っ て い て 、 そ う い う 人がた ま っ て く る と 、 そ の た め

に 新 し い部課を新設 し た り 、 そ れで も 足 り な けれ ば、 全 く 必要の な い ポ ス ト だ け を つ く っ た り

し て 、 管理職を ふや し て い く 。 係員 の い な い係長 と い う の が あ っ て 、 こ れ を主査 と い う 。 課 の

な い課長が副主幹で、 部の な い部長 が主幹で あ る 。 そ の う ち 、 市の な い市長 な ん て も の も 、 出

て く る か も し れ ぬ 。

さ て 、 役人 は 多 す ぎ る 、 と い う世論1こ の っ て 、 「国家公務員総定員法」 と い う 法律がで き

た 。 こ れ は 、 自 衛隊を の ぞ き 、 日 本全体の 国 家公務 員 の 総 ワ ク を 一定に し て 、 こ れ以上ふや さ

な い 、 と い う 法律であ る 。 し た が っ て 、 退職 し た 人の 数だ け し か 、 新 し く 採用で き な い 。 新 し

い部局 を つ く る と 、 定員 の や り く り が つか な い こ と に な る 。 そ こ で 、 既設 の部局の定員 を 一律

何％ と い う よ う に 削減 し て 定員 を浮か し 、 そ れ を 新設の部局にふ り あ て る と い う 方法が と ら れ

る よ う に な っ た 。 こ れが 、 国 家公務 員 の 「定員 削源」 で あ る 。

大学に も 、 こ の 削源の波が や っ て き た 。 第 1 次が t 9 6 0 年代の お わ り 、 第 2 次が 1 9 7 

0 年代の は じ め 、 いずれ も 3 年計画で 、 定員 の 3 ％ く ら いを けず る と い う も の で あ る 。 も ち ろ

ん 、 ク ピ を 切 る わ け に は いか な い の で 、 退職者の あ と を 埋め な い と い う 方法でへ ら し て い く こ

と に な る 。 こ う し て浮か し た 定員 で 、 た と え ばツ ク パ大学 と い っ た新設大学の 定員 を 確保 し て

い く の で あ る 。

さ て、 第 1 次 、 第 2 次定削 は 、 教官も 職員も 、 同 じ 率で か け ら れ て き た 。 大学に は 町民主

的教官” が た く さ ん い る 。 そ し て 、 国民の た めの 研究教育 に 、 日夜身体 を す り 減 ら し て 働 い て

い る 。 な の に 、 教官や 職員 の 定員 を 減ら さ れた ら 、 た だ さ え と ど こ お り が ち な 大事 な研究教育
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に 、 ま す ま す支P章が生 じ る 。 文部省は 大学 を つ ぶす気か 、 と い う わ け で 、 教官 を 中心 と し て 、

定員削 減反対の 運動が お こ っ た 。 あ る 大学の あ る 学部で は 、 教官全 員 が集ま っ て つ く っ て い る

学部会で、 さ ん ざ ん議論を し た あ げ く 、 つ い に第 2 次定削反対の 決議案が出 た 。

前回 ( 2 号 5 1 ベー ジ） に の ぺ た よ う に 、 大学の 正式の 決議攪関で あ る教授会 の 権限の大

部分 は 、 学部会に 移 っ て い た 。 学部会で決議 さ れ る と 、 そ の代表者であ る 学部長は 、 大学全体

の 決定機関 であ り 、 学長が主催す る ｀` 評議会＇’ へ 、 そ の 決議を も っ て い き 、 「当学部 は 定削に

反対で あ り 、 わ り 当 て を 返上 し ま す」 と 主張 し な け れ ばな ら な い 。

さ て 、 我 ら が学部長 は、 学部会 の 反対決議 を ひ っ さ げて 、 意気揚 々 と か 、 悲創な覚悟で か 、

意気消沈 し てか 、 そ れ は わ か ら な いが 、 と も か く も 評議会へ の り こ ん でい っ た 。 そ こ で何が お

こ った か と い う 真相 は、 何 し ろ 大学の最高 の意志決定機関であ る 、 雲の上 の評謙会の こ と だか

ら 、 我 々 の よ う な平教官 に は 、 う か が う す べ も な い ？

や が て 学部長 は 、 学部 へか え っ て き て 、 再び 学部会 を 招集 し た 。 そ し て 、 評議会で の テ ン

マ ツ を 、 次の よ う に 報告 し た 。

「私 は 、 み な さ ん の 決議を た ず さ え て 、 評議会へ出 席 し ま し た 。 で も 、 当 日 の 議題に は 、

定削問題は 出 て い な か っ た の で す 。 そ れ で、 予 定 さ れ た 議題がお わ っ て か ら 、 も ち出 す チ ャ ン

ス を う か が っ て お り ま し た 。 と こ ろ が私 、 ち ょ う ど折甕し し く 風邪を ひ い て お り ま し て 、 い ざ 発

言 し よ う と 思・う と 、 目が く ら み 、 汗がダ ラ ダ ラ 流れ て き て 、 う ま く 0が き け な く な っ て し ま っ

た の で す 。 そ の 一瞬の た め ら い の 間 に 、 学長 は ＇` で は こ れで’' と い っ て 、 評謙会 を終 っ て し ま

い ま し た 。 私 は 、 皆さ ん の意志を評議会 に 伝 え ね ばな ら ぬ と 、 本当に思 っ て い た の で す 。 で も

あ い に く 風邪を ひ いて い て 、 汗が ダ ラ ダ ラ で 、 体が い う こ と を き か ず 、 つ い に 機会 を 逸 し て し

ま い ま し た 。 い ろ い ろ 御批判は あ る と 思い ま すが、 そ う い う こ と でひ と つ 、 御了 解 を お ね が い

し た い の で す 。 」

い か に ＂大学’' と は い え 、 い く ら 何で も こ れて納得せ よ と い う の は 、 少々無理な 話 だ ろ う 。

が ぜ ん 、 ＂民主的教官 ’' は こ も ご も 立 っ て 、 学部長 を 追及 し た 。 し か し 学部長 は 、 「汗が ダ ラ

ダラ 」 の 一本ャ リ で あ る u そ し て 最後に は 、 開 き 直 っ て し ま っ た 。 「皆さ ん は私を責め る が 、

は じ め か ら に ぎ り つぶ す つ も り だ っ た ら と も か く 、 私 は 皆 さ んの意志 を 伝 え よ う と 、 誠心諫意

努 力 し た ん です よ 。 そ れ が折悪 し く 、 風邪 を ひ い で い て 、 口 が き け な か っ た の だ か ら 、 ／ど う し

よ う も なか っ た の じ ゃ な いで す か 。 私 は皆 さ んか ら 選出 さ れた 学部長で す 。 こ れ以上私 を 責め

る の な ら 、 学部長 を 不信任 し て 下 さ い。 」

お ど ろ い た こ と に 、 民主的教官 の発言 は、 ば っ た り と ま っ て し ま っ た 。 自 ら の 選出 し た 我

ら が代表で あ る こ と に 、 は っ と 気 が つ い た ら し い。 さ す が は ；` 民主的’' 教 官 で は あ る 。 そ こ で

追 い打 ち を か け て 、 不信任案 を 出 す よ う で は 、 大学の 教官 は つ と ま ら な い 。
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こ う し て 、 第 2次定削に対 す る 学部会の反対決議は雲散霧消 し 、 定員削減は き っ ち り と 実

施 さ れた 。 げ に お そ ろ し き は 、 ｀｀学部長の風邪ひ き ’' であ る 。

事 例 4 定員削減 （その 2 ) 「学部内向け反対決議」

3 年が過 ぎ 、 第 2 次定削 は 実施 さ れ 、 やがて 情け 容赦な く 、 第 3 次定削がや っ て き た 。

“汗が ダ ラ ダ ラ ’' で長蛇 を 逸 し た 、 あ る大学の あ る 学部の 学部会 は ど う し た だ ろ う か ？

い く ら 畔長て も、 そ う い つ も 都合 よ く 風邪を 引 け る わ （1で も な し 一一腹下し と い う 手も あ

る が一一 、 今度は成功 し た だ ろ う 、 と 思われ る 向 き もあ る だ ろ う が 、 や は り そ れ は、 大学 な

る も の を よ く 知 ら な い人で あ る 。

こ ろ は 1 9 7 5 年 5 月 の お わ り 、 第 3 次定削が評議会で決ま っ た こ ろ 、 同 じ大学の同 じ

学部 の 同 じ 学部会て は 、 カ ン カ ン ガ ク ガ クの議論が闘か わ さ れ て い た 。 鉛、 3 次定削に 関 す る

二 つ の 決識案が 上提 さ れ て い た の て あ る 。 二 つ と も 引用 し て お こ う 。

第 3 次 定 員 削 減 返 上 決 議 （案）

政府お よ び 文部省は 、 教官 を除 く 事務 ・ 技術系職員 の 第 3 次定員削減を決定 し 、 私た ち

に お しつ け て き ました 。 00大学〇学部 に お い て も、 3 年間に 2 名 の 減員が決め ら れ、 そ の

う ち 1 名 は 、 本年 4月 、 用務 員の配置転換 ・ 不補充に よ っ て 、 すでに 実施 さ れ て い ま す。

業務 を 減 らす こ と な く 定員 を 削減すれ ば、 労働強化がお こ る こ と は 当然です。 ま た 、 本

人の 希望をきく こ と な く ．、 強制的に 、 すみなれた 職湯 をかえ る 配置転換 は 、 そ の 本人に大き

な負担を強い る ことに な り 、 不当 と い わ ざ るをえ ませ ん。

私たちは 、 すでに 、 第 1 次 • 第 2 次の 定削 を 受 け入れ、 日 々 雇用 ・ 常勤的非常動と い う

定員外職員 を 自からっ く り 出 して き ま した 。 こ の よ う な行為 を 深 く 反省 し 、 こ れ以上、 不 当

な非人間的雇用 、 労働強化、 配置転換を、 受け入れ る こ とは で き な い と 考え ま す 。

私た ちは 、 第 3 次定員削減に反対 し 、 これ を返上する こ とを 決識 し ま す。

昭和5 0 年 5 月 2 8 日 00大学〇学部会

〇 学部 職 員 の 定 員 削 減 反 対 に 関 す る 決 議 （案）

現在00大学〇学部に おい て は 、 定員外職員 が全構成員 の一 割近 く （非教官系構成員の

約二割） を 占め て い る実状ぱ租·めぞ憂慮 さ る べ き もの がある 。 定員外職員 は 、 法的に は 「非

常勤職員 」 とさ れ て い る が、 そのほ と ん どの 勤務条件は定員 内職員 と 実質的に 同 じ で あ る に

も かかわ ら ず 、 そ の 待遇、 労働条件等 は 、 定員内職員 に比 し 極めて 不利 と な っ て い る 。 十数
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年以前 に は 皆無に等し か っ た 定員外職員数が増加し たの は、その後の講座増、 施設増 に さい

し て 、 そ れ に 見合 う 職員の定員増が籾められな か っ た こと 、 大学 の現状無視で昭和 4 3 年度

以降に行われてきている、 定員 不補充政策及び総定員法にもとづく第 1 次 • 第 2次 および今

年度より 実施されて いる第 3 次定員 削減政策のおし つ け 、 そのもとでの理学 部の研究教育の

機能遂行のた めやむを得ず定員外職員を採用し てきた事などの結果によるもので ある 。

こ のよう な 〇学 部の現状 は 、 単に 定員外職員 自 身の問題のみ に終らず、我 々 が定員削減

を甘 んじて 受 け た が故に 、 定員外職員の定員 化の道を極めて困難にし、 その雇用財源を乏し

い 学 部予算よ り 念出せ ざるを得ず 、 あまつさ え 不充分 な研究教育体制の劣悪化に拍車をか 1文

職員の労働強化を来 す、 等 々 、 結果とし て 自 己矛盾に 落 ちい って いる。

こ の よう な事態に 至 っ た 時点／こ おいて、〇学 部 に お いてこれ以上の定員削減を 受 け入れ

ることがきわめて困難で ある 事を認識し 、 我 々 は 、 あらた めて 、 こ れ らの現状を 項を視す る こ

とを通 じ て 定員 削減が行わ れる事に 反対の意を確認する。 更に こ れ らの問題の解決の努 力を

学 部長 、 評識員のみに妥ね ることな くヽ 定員 削減反対、 定員増 要求、 定員外職員の定員 化、

待遇改善等の実現 に 向けて 、 わ れ われがかか わ り 合 っ ているあ らゆる機関、 機会を通 じ て行

う 事を決意する。

1 9 7 5 年 5 月 2 9 日 00大学〇学部会

提案されたの は、 こ の二 つの 決繊案 だ けで あ っ た。 ． こ の二つをめ ぐ って、 すべ ての議諭

が おこ な われた のである 。 ．

と ころで 、 この二 つの決證案がど うちが う のか 、 ぉ わか りの方が お られるだろ う か ？ 一

.. つ1よ 大変明快で あ り 、 も う •一 つ は大変難解で は ある 。 ． しかし、 内容で は共 に定員 削減を批判

し、反対し ていて 、 ケンカ するほどの差 は な さ そ う で ある。 学 部会は 一体何をめ ぐ って議論

を延々 と続 け た のだろ う か。 そ れが わかるよ う な ら 、 「大学 学」 の単位を差し上 げ てもよ い。

この二 つの案 は、実 は根本的 に 異 な っているのであ る。 そ の違 い は、第一案 は ＂返上’’

を う た い 、 第二案 は ｀＇反対’' をとな えている点 に あ る 。 文部省の立場 に立 ってみると、 そ の

差 は す ぐわかる。

大学が、 あるいは そ の一 学部が 、 ＂定員削減に は 反対で ある” と言 ってきた としよ う 。

「あ あそ う で すか。 う んう ん 、 無理も な いで すね え 。 でも 、 こ れ はも う閣識で決ま っ た こと

だ し 、 文部省 と し てもど う しよ う もな い んですよ。 御反対の意向 は 、 充分に う かがって おき

ます。」 そ れでしま いであ る。定削 はとどこ おり な く 実施される。

"返上＂ の方 は ど う か。 返上と は 、 定削をお返しする、ひ き う (ttJ. い 、 と い う こ とであ

る。 返されてき た ものを受け と るか、 っ っ返 すか、文部省としての態度を決めなけれ ば な ら
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ぬ 。 一 つ で も 返上 を認めれ ば 、 そ こ は 付和雷 同 の好 き な 大学の こ と 、 我も 我も と 返上が相 い

つ ぎ 、 定員 削減政策 は根本か ら 崩れ去 る 。 認め な け れ ば ど う か 。 た と え ー大学の 一学部と は

い え 、 大学の 自 治 と い う ・・ ロ ニ シ キ の 御旗’' が あ る 。 そ の 前 に は 、 文部省 と い え ど も 、 一 目 お

か な け れ ばな ら な い 。 天下騒乱 は必至であ る 。 も っ と も そ う な る の は 、 大学側が最後の 最後

ま でが ん ば っ た と き の こ と で 、 当節そ の よ う な こ と は減多 に 起 ら な い こ と に な っ て い る 。 そ

れ に し て も 、 大学に は 大学 の 面子 と い う も の があ る か ら 、 い っ た ん言い出せ ば、 あ る 所 ま で

はが ん ば ら な け れ ば な ら な い 。 そ う す る と 、 最後は 折れ る こ と に な っ て い て も 、 文部省は い

い感 じ を 持た な い 。 仕返 し に 、 た と え ば ド ク ク ー コ ー ス の 設置 を 見送 る と い っ た 、 い や が ら

せ を さ れ る 。 事実 、 こ の 当時 の00大学〇学部 は 、 ド ク ク ー コ ー ス の 新設に必死であ っ た 。

だ か ら 、 同 じ よ う にみ え て も 、 第 1 案 は定削反対で あ り 、 第 2 案 は定削受 け入れ だ っ た

の で あ る 。 こ れで はや は り 、 カ ン カ ン ガ ク ガ ク 、 議論に な っ て も や む を え な い 。 た だ 、 双方

と も ｀` 反対” な の だか ら 、 議論 は大変 に や や こ し い 。 も し “大学人” 以外の 人が傍聴 し て い

た と し て も 、 さ っ ぱ り 理解で き な か っ た こ とで あ ろ う 。

な せそ う い う 、 ま わ り く ど い 、 わ け の わ か ら ぬ こ と を す る の だ ろ う か 。 反対でも な い の

に 、 ｀＇反対” 決識案な ど 出 す の だ ろ う か 。 そ れ は、 大学に は ｀｀民主的’' 教官がた く さ ん い る

か ら で あ る 。 民主 的教官 と い う も の は 、 決し て ｀＇文部省’' の ＂定削案’' な ど に ＂賛成” し な

い も の なの で あ る 。 だ か ら 、 内心は 賛成で も 、 表向 き は反対でな け れ ばな ら ぬ。 教職員組合

は定削反対 の 旗 じ る しを かか げ て い る し 、 同 じ 大学の定員 で も 、 教官以外 の職員 （事務 ・ 技

術系職員） は 、 少 な く と も 教官 よ り は、 本気で反対 し て い る 。 学部会 は教官 だ け で 、 職員 は

出 席 し て い な い。 職員の い な い と こ ろで 、 定削賛成決議案 な ど 識決 し て は 、 組合で何 と も い

い わ けが で き な く なる 。 そ の 上、 せ っ か く い い カ ッ コ し て き た 民主的教官 の 化 け の 皮が 、 一

挙 に は が れて し ま う 。 か と い っ て 、 文部省 と 本気で対決する 気は さ ら さ ら な い 。 そ の “難問'’

を 解決する の が、 吋反上’' ぬ き の ＂反対’' 決議 と い う 、 珍 し い案であ っ た 。

さ て、 こ の 決議案に は 、 実 は さ ら に 珍妙な 付帯決議が つ い て いた 。 「 こ の 反対決識 は 、

学部内 向 け のも の であ っ て 、 学部外に は 出 さ な い」 と い う の が それであ る 。 学部会 は 、 学部

の 正式の機関 で あ る か ら 、 そ こ での 決議は 、 学部長が大学全体 の評識会へ持 っ て いかね ばな

らぬ。 いかに骨 ぬき でも、 反対決識は 反対決議である 。 そ うな る と 、 ま た 学部長が風邪を ひ

か な けれ ば な らぬ 。 学部内 向 け と す れ ば、 り干 を ダ ラ ダ ラ ’' かかず と も すむ 。

と こ ろ で、 第 2 次定削の と き に は 、 ＂部外向 け反対 決議’' を し て 、 少 な く と も 学部長 に

汗 を かか せた、 そ の 同 じ 学部会の メ ン バー が、 わずか 3 年後の第 3 次定削で、 こ ん な こ と に

な っ て し ま っ た の に は 、 さ ら に深い訳があ る 。 全国の 国立大学の総長 ・ 学長が集 ま っ て つ く ・

っ て い る 、 国立大学協会、 略称 ｀｀国大協’' と い う、 文字通 り 知恵 と 学識の 粋 を 集め た 組織 が
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あ る 。 そ の国大協が、 積檻ヵ カ ン に 、 定削問題に つ いて 、 文部省 に かみ つ いた 。 そ し て 、 '

＂一定の'’ 譲歩 を勝 ち と っ た の であ る 。 さ すが は国大協、 と い い た い と こ ろ な の だが、 ：そ の

戦果を ご ら ん願いた い 。

①大学の定削か ら 、 ＂教官’' を除 く 。

② た だ し、 定削率は変更し な い 。

® ． し た が っ て 、 教官 の分の定削 も全部 “職員 ’' にかぶせ る 。

大 学に は教官 と 職員が い
． 、
る 。 付属病院があ れ ば、 看護婦さ んが た く さ ん い る か ら い い勝

負に な るが 、 ふつ う は 教官 の方がず っ と 多 い のであ る 。 その 教官が定削から ぬ けて 、 そ の 分

も か ぶ され る と いう の だか ら 、 職員 の方 は た ま っ た も の で は な い 。 教官 の職員に 対 す る ’`裏

切 り '’． で あ る 。

さ て 、 こ の 裏話で、 今 回の話の 、 教官 の 不可解な行動の すべ て は明 ら か と な る 。

自 分た ち の方に 定削 がかか っ ・て こ な く な っ て 、 教官は ほ っ と し た 。 職員の定削 な ら 、 そ

う 痛 く は な い 。 「非常勤」 と い う 便利 な 制度があ っ て 、 気に入 っ た 可愛 い い女の 子 を 採用 す

る こ と も で き る。 「大体、 大学の事務職員 は ヒ マ で は な い か 。 勤務時間中 に ア ミ モ ノ を し て

い る 奴がい る 」 と 、 勤務時 間中 に集ま っ て コ ー ヒ ー を 飲み な が ら 話 す教官も い る 。

た だ 、 職員に は常に い い か っ こ を し て おか な い と 、 常 日 ご ろ お 世話に な っ て い る 手前 、

具合が 悪 い 。 そ こ で 、 第 2 案 の 「学部内 向反対決議」 と な っ た わ け である・ 。 よ り 正確に い う

と、 「学部内 ｀` 職員” 向 反対決議」 で あ っ た 。

どこ に て も 、 し つ こ く 、 い や ら し い奴が、 少数はい る も の であ る 。 こ の 学部会 に も 、 そ

ん な の が 2 ~ 3 人いた 。 それで議論が長び いた 。 し び れを切 らせた 学部長 は 、 こ う い っ て 討

論をしめく ．＜ ’っ た 。

「第 3次定削 は も う 来て し ま っ た ので す よ 。 いま さ ら返上 は おそ す ぎ ま す。 第 4 次定削

の と き 、 も っ と 早 く から や り ま し よ う。 」

か く て 、 第一案 （返上） は 否決 さ れ、 第二案 （反対） が通 っ た 。 定削は き っ ち り お こ な

われた 。

事 例 5 定員削 減 （ そ の 3) 「 学部長 専決 ！ 」 •

さ て 、「 も っ と 早 く か ら 」 が ん ば る べ き 、 第 4 次定員削減がや っ て き た 。 時 は 1 9 7 7年 。

とこ ろ が 、 大変残念 な こ と に 、 そ う 約束 し た ＂風邪ひ き ” 学部長 は すでに任期満了で評

議員に ま わ り 、 新 し い学部長が選出さ れ て い た 。 新学部長 は前学部長以上に こ の 問題に は熱

が な く ｀ ． い っ こ う に学部会に は か ろ う と は し な か っ た 。 た の み の ＂民主的’' 教官 も 、 定削 反



1 2 7 

対の意欲は ま った く 失せてしま った ら しく、 だれも何にも言い出 さ なく な っ ていた。最後ま ，

でがんばる つも り は ないし、 ぅ っ か り いいか っこしよ うものな ら 、 2 ~ 3 人のい や ら しい教

官が 、 「やろう 、 やろう 、 ほんまに最後 ま でやろう」 といい出 して、 途中 で降 り る のに苦労

しな け れ ば な ら ない。

こうして、 第 4 次定削は 、 平穏無事に一ーといっても、 3 年間に ま た 2 人、 職員 を 減 ら

すのだ か ら 、 本当 は決して平穏無事では ないの だが一ー 通 り 過 ぎ そ う であ っ た。ところが、

変なことか ら 、 ま た ま だ大問題が持ち 上ったのであ る。

定削は 、 勧奨退職者一ー 公務員 には 定年制がな いか ら 、 定年退職者では ない一ーの あ と

を 埋め ないという形で実施 され る。． 一方 、 定削の割当は、 各学部 ・ 各部局の讚員数に 応 じ て

決め ら れ る 。 両者の数は そ うう ま く一致しない 。 退職者数よ り 定削数が多く な ることもあ る。

その と き は 、 ． 退職者数の方が多い他の部局へ職員 を 配置転換して、 つ じ つま を合わすので あ

る。．学部共通の事務をしてい る職員は、 定削でな くとも毎年配転があ り 、 かれ ら は あ ち こち

の部局を 渡 り 歩いて仕事 を 憶 え出世していく一ー一部の人だけだが一ー のだ か ら 、 配転は そ

う問題 で は ない。 と こ ろが 、 学部には、 各学科に所属する 、 研究室勤務の事務 ・ 技術職員が

い る 。 これ らの人たちは、 やや専門職的 な とこ ろがあ り 、 滅多に配転は な く 、 1 0 年も 2 0

年も同 じ研究室に勤務してい ることが多い。

さ て、 あ る 大学の あ る 学部の第 4 次定削は、 2 人の うち 1 人が、 配転によ って 消化しな

ければな ら ない というこ とに な った 。 その上、 度重 な る 定削 で、 学部共通事務の方か ら は 、

さか さにふっても 1 人も出てこ ない。そ こで、 研究室動務の職員 を 1 人配転しよ うという案

が出 て きたのであ る。

対岸の火事とのんび り か ま えていた 研究室勤務の職員の 人たち は 、 あ わ てて各学科の教

官の尻 を た た きは じめた 。 いち ばん身近 かにいて、 ふ だん仕事 を 直接助けても ら ってい る 人

た ちのことで あ る。 さすがに少々痛か ったとみ えて、 がぜん定削反対ののろ しが上った 。 と

こ ろが、 新学部長はすでに評 議会で 、 定削を 了承してしま っていたのであ る 。 いま さ ら 「返

上しま す」 と は 、 口が さ けても言 え る ものでは ない。一方、 職員 か らの突き上 げ を 受けてい

る学部会メン バーの方も、 簡単には ゆずれ ない。その上、 いやら しい一捐 り の教官が ＂正論'’

を 、 前後の見 さか いなく主張す る ものだ か ら 、 学部長は 困ってしま った 。

実は、 この学部会に おけ る 討論の克明な メ モが、 ’'怪文書’' として出 ま わった 。 学部会

という よ う な 、 大学の公式機 関の記録が 、 生の形で 公開され る こと な ど ほ とん ど ない。 そこ

で 、 少し長いが｀ 全文引用しておこう。
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〇 学部会 ( 1 9 7 7 月12 月 22 日 ） に お け る 第 4 次定削に つ い て の 識諭

学部長報告

第 3 5 9 回評蟻会 (10月お 日 ） の決定事項 （文書）

4 そ の 他

( 1 ) 第 4 次定 員 削減に つ い て

事務局長か ら 、：第 4 次定 員 削減の 第 2 年次以降に お け る 実施計画 （案） に つ い て は 、 第

. . 3 5 3 回評語会 に お い て事務局 と 各事務長 と の 協議に よ り 作成す る こ と が 了承 さ れ て い

る が 、 先般来各事務 長 と 定員 削減の 実施方法等 を含 めて種 々検討 ・ 協議を行 い 、 昭和 5

3 年度13 名 、 昭和 5 4 年変13名、 昭 和 5 5 年度12名 （初年次 9 名 は 、 昭和 5 2 年度 に お

い て 実施ずみ。 ） の実施計画 （案） （部局別配分 （案） は 、 事務長に 連絡済み 。 ） を 作

成 し た 旨 、 説明 が あ り 、 了承 さ れた 。

第3 6 1 回議会 (12 月 16日 ） 報告 (0頭）

※事務局長 よ り ： 定削数が13 · 13 · 12に き ま っ た い き さ つ に つ い て 、 誤解 を ま ね く 点が あ っ

た の で補足 し た い 。 2 月 の評議会で、 12 • 12 • 14 と し た の は 、 単 な る 予 測てあ り 、 そ の 後

勧退数を 考慮 し で 、 13 • 13 • 12 と 決 っ た 。 事務長会議は こ れ を 了 承 し 、 評議会 に 了 承 を 求

め た も の であ る 。

質疑応答

A 10月 28日 の 評識会 の 議事録 を み る と 、 評議会が 責任を も っ て 決め た よ う に 読め る が 、 た と え ば13

• 13 • 12 と し た 根拠は 、 そ の 後て説明 さ れ て い る 。 評識会は 、 そ ん な 状態で、 い か に し て 数字に

つ い て 議論 し た の か 。 12名 が13名（こ な っ た の は 、 た ま た ま 勧退数 と 合 っ た か ら と い う が 、 そ ん な

こ と は 理 由 に な ら な い 。 評議会 は 事務局の提案 を ど う 受 け と め た の か 。

10月 28 日 か ら 今 日 ま で 、 2 か 月 も た っ て い る 。 こ の 間な ゼ報告 し な か っ た の か。 第 3 次定削の

と き は 、 も っ と く わ し く 報告 が あ っ た 。 今回は 、 報告 が お く れて い る 上に 、 事務局 ペ ー ス 1こ の っ

て し ま っ て い る よ う に 思え る 。

初年度の 定削に つ い て 、 教室側か ら 出 す こ と は 、 い く つ か の教室 の主任は 了 承 し た と き い て い

る 。 了 承 し て い な い主 任 も い る 。 了承 し た 主任 は 、 自 分 の教室から 出 て も やむ を え な い と 思 っ て

い る の か 。

部長 ： 大学全部て 3 8 名 削減 と い う こ と は 、 3 月 に 決 っ て い た 。 そ の 部局配分 は事務長会謙に ま か

せ た 。 そ の結果の報告が10 月 28 日 に あ っ た 。 評議会 と し て は事務長会 識に 一 任 し て い た の で 、

特に意見 は 出 な か っ た 。

A : 議事録 と く い ち が っ て い る 。 評議会 は 案 を つ く れ と い っ た だ け で 、 一任に は な ら な い 。 報告 に

対 し て 議論 し な い の は お か し い 。

部長 ： 案 に つ い て は 、 か な り こ ま か い説明 があ っ た 。
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A : そ れで評識会 は ど う し た の か 。

部長 ： 特に議論は し な か っ た 。

B : 部局別配分案 は ど う さ れた の か 。 別に 事務長へ連絡す る と い う こ と て＼ 評議会に は か か ・ら な か っ

た の か 。

部長 ： そ の 時点で は 出 て い な か っ た 。

報告 が お く れ た と い う 点 に つ い て は 、 と く に 学部会で討議す る必要が あ る よ う な 問題が な か っ

た の で 、 定削 は 主任会議 を と お し て 、 各学科の 教室会謙へ流 し て いた だ く こ と に し た 。 前 々 回

の 主任会議で は 、 私 の 要領が悪 く て 提案が ア イ マ イ だ っ た の で、 一 部の主任 は 了承 、 一 部 は 要

望 と 受 け と め 、 不一 致がみ ら れ た 。 そ こ で 、 前 々 回 の主任会議 の 結論 は要望 と い う こ と に し 、

前 回 （注 ： 12 月 21 日 ） 、 初年次定削1 名 は教室側か ら あ て る と い う 方針 て、 審覇 を 始め る 、 と

い う こ と に な っ た 。

0 ： 以前か ら 、 主任会議 は 決定機関 で は な く 諮問機関だ と い わ れて き た 。 そ う い う こ と を 主任会議で

決め る こ と が で き る の か 。

D : 主任会謙で は 、 教室か ら 当 て る と い う こ と て 、 審議を 始め る こ と を 了承 し た の で あ る 。

部長 ： 最終的に は理学部全 員 の 了 承 を 得 た い と 思 っ て い る 。 こ の 定削 は 、 い た し か た な く 受け ざ る

を え な い 。 そ う か ん た ん に 、 賛成 し て も ら う こ と は で き な い か も し れ な いが 、 何 と か や ら な い

と 、 結局 だ れ か に 迷 惑を か け る よ う な こ と に な る 。 不本意 だが 、 了解 を え た い·と 思う 。

C : 我々 に 了解せ よ 、 と い う こ と な の か 。

部長 ：• そ う で は な い 。

評謙員 ： 理学部 で は 慣行的に 、 主任会議で お せ ん立て す る こ と に な っ て い る 。

C : 定削 を ど う す る の か 、 受け る の か 、 受 け な いの か 、 と い う こ と に つ い て も 、 そ う す る の か 。

評議員 ： ま ず評議会で き ま り 、 主任会議に報告す る と い うこ とにな る 。 前か ら そ う やっ て き た 。

0 : 理学部が定削 を 受 け る と い う こ と を 、 ど こ で 決め た の か 。 主任会議では決め ら れ な い は ず だ 。

部長 ： ． ． ． ． ． ． ．

E :  10月 28 日 に 評蟻会へかか っ た の は 、 計画 ＇`案” と な って い る 。 各部局で検討 し て 、 ど う し て も 消

化で き な い と な っ た ら 、 も う 一 度評議会に か け ら れ る と 思 う が ど う か 。 検討 し て で き な い と な

れ ば 、 積み 残 し を 評識会へ申 し 出 れ る の か 。

部長 ： 大学全体 と し て 出血に な る （注 ： 首切 り の こ と ） と き は 変更で き る 。

評議員 ： ど う し て も 出来 な い と い う こ と に な れ ば 、 ま た 評議会にか か る こ と に な る 。

B : 前 回 （注 ： 第 3 次定削） の と き は 、 評議会でも っ と 識論 し た 。 部局配分案が評議会で ど う と り あ

つ か われ た の か も 、 は っ き り し て い な い 。 評議会での は じ め の 了 承の と き に は 、 部局配分案 は

出 て い な か っ た 。 部局別配分案 は い っ た い ど う な っ た の か 。 事務長会蟻に 一 任 し て 、 そ れて い

い 、 と い う の は お か し い 。 た し か に 人事権 は 上に あ る の だ か ら 、 し よ が な い と いわれれ ば そ う

だ が 、 も う ち よ っ と ち ゃ ん と 議論 し て ほ し い 。
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部長 ： 事務長会議に 一 任 し た の は 、 あ く ま で案の作成で あ っ て 、 決定権ま で ま か し て い な い 。

F : 事務長会議に ま か し た と い う こ と は 、 事務長会識が ド ロ を か ぶ っ て も や る と い う こ と だ 。 こ ん な

問題は 、 ど こ か が ド ロ を か ぶ ら ね ばな ら ぬ 。 主任会議で審議す る な ら 、 も っ と も っ と に つ め て

ぉ せ ん だ て を す る ぺ き だ 。 と く に 、 事務系の こ と は我 々 に は わ か ら な い 。 い き な り み ん な に 相

談 さ れ て も 困 る 。 事務長 は 、 事務長会職でひ き 受け て き た の な ら 、 O学部 の定削に つ い て 、 成

算 を も っ て い る は ず だ 。 そ れ を ぶ ち ま け て ほ し い 。

事務長 ： 評醜会で 、 定削の 目 的数が 了 承 さ れて 、 そ れが事務長会醗に お り て き た 。 あ ら ゆ る 方法 を

考 え てみ た が 、 結局他に い い方法が な く 、 現員数に定削本 を か け て 、 部 局別人数を 出 し た 。 O

学部は 、 1 • 0 • 1 と な っ た 。 成算が 多 る
；
の か と い わ れ れ ば 、 そ れ は な い 。 た だ 、 ｀主任会議 に

お はか り し て 検討 し て も ら う た め に も ち か え っ た ｛ら だ 。

E : 本来 な ら ば 、 主任会職で検 討 し て か ら 評議会 て承懃すべ き だ 。 モ の 手続 き が欠 け て い る 。 案が先

に お り て き て 、 部局が右往左往 し て い るのはお か し い 。 上 て決 っ て お り て き た 、 と い う 形に な

っ て い る 。 評読会 は 後で決め る べ き だ 。

部 長 ： 事務 局 メ ン パー は い れ か わ っ て い て 、 第 3 次定削 の と き の こ と を 知 ら ない 。 第 3 次の と き は

小 さ な部局 を 優遇 し た 。 図書、 教養部 な ど は 、 端数 を 切 り す て た 。 今回 は そ う い う こ と を し な

か っ た 。
.:, 

B : そ ん な こ ま か・い こ と を 問題に し て い る の て は な い 。 前 回 の と き は 、 と に か く つ ら
＇
い と い う こ と で

再 検討 を や っ た 。 今 回 は 、 部局別配分案さ え 出 な い状況で進ん て い っ て い る。 組合の こ と は一

応別 と し て も 、 教室 と し て 考 え て も 本当 に困 る 。 ど う も 今度の や り 方に は 疑問 を 感 じ る 。

部長 ： ど う す る ん て し よ う か ね え � ． ． ． ． ． ． ．

12 月 の 評巖会に も も ち 出 し てみ た の だが 、 他部局は 冷淡 だ っ た 。

評議員 ： 紡も生 に 。 先生の い わ れ る こ と は よ く わ か る 。 部局別配分案 ま でき き た だ すべ き であ っ た と

い われた ら 、 確かに そ う だ と 思 う 。 し か し 、 定肖り は事務系で、 我 々 に は よ く わ か ら な い 。 そ う

い う と き に は も ち か え る べ き だ と い う こ と か も し れ な い が 。 よ く わか ら な い の て 、 最初 に事務

局に ま か せ る こ と に な っ て し ま っ た の だ。 12 月 の評隣会では私も し ゃ ぺ っ た が、 何の 反応も な

く 、 ま る て コ ン ク リ ー ト の カ ペに 向 っ て し ゃ べ っ て い る よ う だ っ た 。 ど う に も な ら んミ と を 、

た だ言 っ て る よ う な 感 じ だ っ た 。

B : 評 議員 を 責 め で い る わ け て は な い。 し か し 、 我々 は 本当 に 困 っ て い る ん だ 、 本当 に も う こ れ以上

へ ら せ な い の だ と い う
•
こ と を 、 も っ と 言 い た い の だ 。 事務系の こ と は わか ら ん と い う が 、 教室

の事務系の こ と は 、 本部の 処務課長 よ り も 教官 の方が よ く 知 っ て い る 。

部長 ： ま っ た ＜ ど う に も な ら ん 感 じ で 、
、

3 次 ま での 反対運動 も すべて失敗 し て き た し 、 評議 員 は 全

員敗北感に お ち い っ て い る 。

A : 部長の苦慮 は よ く わか っ た 。 し か し 、 評議会の対処の し か た に は満足で き ない 。 た と え ば、 部局

別配分案 を 見 な か っ た こ と 、 初年度12 を 13に か え た こ と な ど 。 変更要求 は し ないが、 不満で あ
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る こ と を 伝 え た い 。

G : 評議員 は 敗北感 に お ち い っ て い る そ う だ が 、 そ ん な こ と で ど う す る か 。 定肖り は 2 次 、 3 次 と 進む

に つ れ て 、 ま す ま すひ ど く な っ て く る の であ っ て 、 よ り 強 い反対を し よ う と い う 気に な る は ず

だ 。 敗北感で は 困 る 。 前学部長 は 、 学部会で大い に 謙論 し て 、 反対決議 を評識会へも っ•てい っ

た 。 や は り 、 や る だ け や ら な い と い け な い 。 前学部長は よ く 御存知の は ず だ 。

部長 ： い ま は第 5 次定 削 の 対処を 考 え る 時期 だ 。 第 4次 は す で に 閣識 を と お っ て い る か ら 、 も う ダ

メ だ 。

C : 第 3 次 の と き 、 前 学部長 は 、 3 次反対は お そ す ぎ る 、 4 次の と き が ん ば り ま し よ う と い われた 。

4 次が く る と 、 5 次だ と い う 。 そ ん な こ と い われて も 、 全然信用 で き な し＼ 。 学部長 は 5 次の と

き 、 本当 に徹底的に や る つ も り です か ？

部長 ： い や 、 そ う と は い え な い 。 （笑声）

〇学部長会識は 文部省が相手で、 そ の文部省も よ く わ か っ て い る の だが 、 大蔵省が う ん と い わ

な いの だ と い う 。 あ と は 国大協 でや っ て も ら う 以外に な い D tt こ れ以上定削 さ れた ら 大学 の 規

模 を 縮小 し な けれ ばな ら な い” く ら い の こ と を 、 国大協に い わせ る 。

C : 国大協 に い わ せ る こ と に 別 に 反対 し な いが 、 国大協 だ け で は信用 で き な い 。 国 大協 は なに を や っ

た か 。 第 3 次 の と き 、 教官 に か か っ て き た 定削 を 、 そ っ く り 事務系（こ 肩 が わ り さ せ た だ け で は

な い か 。 そ の お か げで 、 2 次 ま で は比較的強か っ た 反対運動が 、 3 次 、 4次 と お と ろ え て し ま

っ た 。 た と え 力 は 小 さ く て も 、 じ っ さ い に 困 っ て る我々 が 、 こ こ で返上決謙 て も 何で も し て 、

何か し な い と い け な い 。 前部長 は 、 4 次の と き は や る と い っ た では な い か 。

評識員 ： C先生に 。 定削（こ つ い て は 学部長会 識 で は ど う に も な ら な い 。 や る な ら 国大協 で 、 全 国 の 学

長が辞表 を フ ト コ ロ に し て と り く ま な い と で き な い 。 し か し 、 そ れ を や る ほ ど の 社会情勢が き

て い る と は思 え な い 。 10月 の 評搬会で 、 事務系の 改革に つ い て の 行政指導が き て い る の か と き

い た が 、 反応 は な か っ た 。 事態 は 猛烈に 深刻 だ と は 強調 し て お い tこ．。 〇学部 の 反対声明 は 意味

が な い 。 そ こ ま で し な く と も よ い と 思 う 。 〇学部の 考 え は 、 向 う に も と お っ て い る 。 み・ん な 万

々 承知 な の だ 。 こ こ で反対の ノ ロ シ を 上げ る こ と ほ 、 い ろ い ろ な情勢 か ら み て 賛成 し か ね る 。

G : そ れ は 評議員 の個人的な情勢判段にす ぎ な い 。 や は り 我 々 は 、 自 ら の 身 を も っ で 反対 を 示 す の が

大切だ 。 学長 に ま か すの は 疑 問 、 上 へ い く ほ ど 疑問 が深 ま る 。 我 々 全員 で 、 意志を 表明す る 以

外に な い 。

部長 ： 他に 報告事項が あ る の で 、 こ の 問題 は ち ょ っ と あ と ま わ し に 。

・ （報告事項 2 ~ 3 )

部長 ： 先ほ ど の 問題に つ い て 何か ・ ・ ・ ・ ・ ・

皆 ； ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．

部長 ： 全学 3 8名 、 Q学部 1 • 0 • 1 の返上 は 、 と て も 無理 だ と 思 う 。 そ れに は 他部局の 協 力が い

る こ＇ と に な る 。 私 と＇ し て も つ ら いが 。
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こ の 問題 は 、 主任会議で検討 し 、 学部会 に は か り た い 。

c : 定削 ま受り る か受 け な いかに つ い て は 、 主任会識も 決定 し て お ら ず 、 〇学部 と し て も ま だ未決定

な の で す ね 。

部長 ： そ う で す 。

H ： 主任会議では 、 教室 よ り 1 名 の 線で協識す る こ と に 決定 し て い る は ず 。

C : ど ち ら が本当 な ん で すか 。

部長 ： 主任会議 は 協議す る こ と を 決め た だ け です 。

C : 定肖lj 自体 は未決定 な の で す ね 。

部長 ： そ う で す。

( 6時 4 0 分 終 了）

. , . ,さ· •::,;• 9.. 

何 と も し ま り の な い終 り 方で あ る が 、 と も か く 、 学部会に も う 一度 は か る と い う こ と で

学部長 はやっ と 切 り ぬ け る こ と が で き た わけ で あ る 。

こ の あ と く 学部長 ・ 事務長 ・ 各教室主任 ・ 一部有力教授 ・ 民主 的教官、 そ れに教室勤務

の 事務 職員 ま で加わ っ て 、 さ ま ざ ま な ＂暗闘 ’' が く り ひ ろげ ら れた 。 ま さ に 、 「柳生一 族の

陰謀」 も か （ や と 思わ れ る ほ ど で あ っ た が 、 何 し ろ ＂陰’' 謀に ＇`暗’' 闘だ か ら 、 昼間 し か働

か な い私に は 、 ． そ の 実態な ど わ か る は ず は な い 。 わ か っ た の は 、 そ の結果だ けであ っ た 。 次

の と お り で あ る 。
` ..: · ‘.. ::

h 

学部共通事務 の 職員 を 、 他学部へ配置転換す る 。

そ の あ と （学部共通事務） へ 、 あ る 学科の ＂非常 動職員” を 移 す 。

非常動職員 と い う の は 、 すでに説明 さ れ て い る よ う に 、 大学が定削を 安易 に 受 け い れ た

が た め に 生 じ た 、 労働者 と し て の 基本的権利す ら 保障 さ れて い な い職員 であ る 。 陰謀と 暗闘

の 結 果 は 、 こ の非常勤職員に 、 み んな の いや が る ｀` 配転’' を 押 し つ け る こ と であ っ た ！

大部分の 学部会 メ ン パ ー は 、 沈黙 し て い た 。

一部ら吋民主的教官 ’' は 、 不本意 だが の ま ざ る を え な い と の べた 。

第 4 次定削に は共に 闘 い ま し よ う と 言 っ た 前学部長 は 、 現学部長 を 支持 し た 。

一部の い け すか な い教官 は 、 い ち ば ん弱い立場の 非常勤職員 に し わ よ せ す る の は怪 し か

ら ん 、 と い き ま い た 。

一時間

ほ

ど の 討論の あ と 、 学部長は 急／こ 態度 を か え た 。

「 じ つ は私、 前回の 学部会 で、 最終決定 は学部会へか け る 、 と い い ま し た が、 そ の 後調

｀ ぺ てみ る ―"と 、 職員 の 人事 に つ い て は 学部長の ＂専決り ででき る と い う こ と で あ り ま し て 、 私
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がま ち が っ てお り ま し た 。 したが っ て、私は ここで ＂専決” いたします。 」

本当をいうと、学部の最終責任者は学部長であ り 、・
一

卒部の す べ ての決定に責任を 負っ て

いる。 つま り 、 学部長が ＂専決’' できないものなど、何もな いのである。 構成員 がそれに反

対な ら、その選挙母体である学部選挙会一ー 教授 ・ 助教授 ・ 讀師からなる一ーが、 不信任 す

る ほかな い 。 とこ ろ が、学部長を 不信任 し た例な
．
ど、全国どこを さ がしてもな い の である 。

そ れが大学 の慣行とい う もので、そのかわ り 学部長は、教授会や 学部会にすべてのことをは

か り 、． そ こ での意見を よ く き いて、 同意の上で行動するこ とにな っ て いる 。 これもまた大学

の慣行である。

議 論に答え られな く な っ た学部長は、その慣行を破 り 、伝家の宝刀を抜きはな っ て、 学

部会 メ ンバーに対決 し たのであ る。

果し状を突きつけられた 学部会の方はど う したか。 「そんな ことは紹め ら れな い ！ 組合

も 学部会も無視するのか ！ ！」 と 叫んだのは例に よ って 2 ~ 3 人、 そして例に よ っ てそ の発言

の方を 嗜尋視’'さ れてしま っ た。 ある教官は 「学部長が泥をか ぶ っ て く れ るのだか ら、我々

に は責任がな く なる。 それでい い じ ゃないか」 と、胸の内を 明かして く れた 。

非 常勤職員 の 1 人や2 人、どこへ配転 さ れ よ う と、そんなことは 大した ことではない。

「 われわれには、国民のための研究教育という大切な仕事がある ！ ！」．

これが、あ る大学のある学部の教官た ちの ホ ンネであ る 。

ところで、その大学のその学部の教官た ち は、 わずか 4 ~ 5 年前には、 と るに足 り ぬ非

常 勤職員を定員化せ よ という、学部は じ まっ て以来の ＂大闘争＂ をや っ ての けたのである。

次号では、この ＇`世にも 不思議な話” のナ ゾ と きをや っ てみ よ う 。 （つづ く ）

（野 良）
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虫 暉 雲

＜生態懇 談会＞

白 山の 調査が、 単なる生物調査て はな く 、 白山 スーパー林道建殷によ る 自 然破壊の 目隈 l、

と しで の 役割を 1こ な っ て い た こ と が、 7 3 年 1 .1 月 8 日 の 北国新聞に・よ っ て明ら かに された n

一方生物 学科内部におい ても、 白 山調査に対する批判が耳やかましく なる につ け、 それに参加

した我 々 は 、 ． 今後どの様に行動 すべ き か を 考えざる をえな く なった 。 そ こ で、 「生態懇談会」

なるものが呼び か け られ 、 生態 の すべ て の 学生でこ の 問題を考える こ と にな っ た 。 と

そ の 頃、 生態 の 学生には 、 2 種類の 人種がいた 。 一 つは、 あ りがたくも、大串先生か ら 声

を か け ら れ 、 白 山調査に参加した人 々 、 も う 一つは、 可哀想にも声を か け ら れず、留守番を し

て い た 人 々 で あ る 。 と こ ろが、 こ の生態懇飲会におい ては、 可哀想なのは 、白 山へ行っ た私達

の方で あ っ た 。 なんでこんなに簡単に逆転するんでし よ う 。 こ の 一事に、 当 時の生態の 学生が

いかに く 心優 しき 人＞ であったかが理解で き る 。

「白 山調査への 参加は様々 な問題点が あ る 。 県のや り方は犯罪的であるが、それに参加し

た も のは主観的にど う 考え よ う と、客観的に は 県 と 同罪である 。 委託研究 と は所せん委託者の

利益になる よ う 利用 されるも の で あ る 。 そ の様なもの に安易 に参加した事 を反省すべ き だ 。 言

々 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 」 と 批判する のは 留守 番組で、 白 山へ行った我々 は 、 そ の 矢面に立た され、 自 分 の 行

動 を 反省しな けれ ばな らない 。 さ らに悪いこ と には 、 人前 で 自 分 自 身 を反省するなど と い う こ

と の経験の 全 く ない我 々 、 こ の 懇談会は 、話し合いとは 名 ばかり、激烈な他人攻撃の場 と なっ

た 。 自 分 自 身がどれ だ け反省しているか と い う 証しは 、どれだ け他人を 攻撃で き る かにかかっ

ている 。 いち早 く 「 自 己批判」 した 者 の 勝ち である 。 もた もた している と 、 飛んで く る矢は 、

1 本が 2 本に 、 2本が 3本とどんどん増 えていくの だ か ら た ま ったもので はない。

しか し な が ら 、 人間 1 O 人近 く 居る と 、様々な人がいる 。 私の よ う に物 わかりの良い人ば

か りだ と 、 「ど う も悪 う ございました 。 今 後や ばい仕事 に は手 を 出 さな い様にしま し よ う」 と
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い う ことで一件落着。明 日 からはも う 「今 日も元気だ ク バコが う ま い」 と な るのである が。

全 く 、が ん固に物わか り の悪い人がいるものである。 彼らは 、 簡 単 に は 人の話を信じない。 た

とえ言い負か さ れて も 納得 はし ない。 そこで少々 ふ て く さ れ顔をし ていても黙 っ て 座っ ている

の な ら ま だ 良いのだが、一 つ 一 つ に 自 説を持 っ て、は てし な く 抵抗を試みる。 決し て逃げ ない。

至極、 真面 目 な のである 。 こ う い う 人がいるか ら 話 は長 く な り 、 問題が深ま っ て し ま う のであ

る 。 全 く や っ と れん 。

参考 ま でに、 この物わか り の悪い人の抵抗のあとを、当時の記録からた ど っ て みよ う 。

（が ん 固者） 「委託研究が悪いと い う が、 今の社会での研究は、 良い使われ方も するし 、

悪い使われ方も する。 その意味で は普通の研究も委託研究も同じでは な いか。 」

（批判者） 「確かにそ う だが 、 普通の研究と委託研究が遠 う 点は 、 普通の研究で は 、 そ

の業績 は研究者のものだ が、委託研究で は 、 それと同時に、 委託し た 側の直接の利益と な

る 。 そし て 国や地方自 治体が委託し て く る場合は、大学あるいは、 教授の権威が 問題なの

であ っ て 、 必ずしも デ ー タ が必要で ない場合がある 。 白 山覇査な ど 好例であろ う 。 ま た地

域的な公害（ポ俣病、 イ タ イイ ク イ 病）・ 問題で 、 国や地方 自 治体は 常に企業側に立 ち 、 地

域住民を圧迫し てきた では ないか 。 そ し て 多 く の科学者が体制側の調査に参加し てき た 。」

（が ん 固者） 「全部の委託研究が悪いとは限らん 。 良い委託研究 も あ るんじゃ ないか 。

た と え ば、 公害に悩む地域住民か ら頼 ま れた 場合とか」

（批判者） 「国や 自 治体か ら 頼ま れた場合は上述のとお り だし、 私企業か ら頼ま れた場

合はいわ ゆ る産学共同路線とい う やつで 、 私企業に大学が奉仕 することに な る。 ｀‘地域住

民から頼 ま れた ら’' と い う が 、 現在の我 々に、 その様なこと はあ り え ないし 、 も し ー自 か ら

が本当に そ の 問題に取り組も う とい う の な ら、 9員ま れた か らやるとい う こと 自 体おかしい。

公害反対のアルバイ ト な ん て 聞いた こと ない」

（が ん 固者）・

「委託研究 は社会の為に なるのでは ないか」

（批伴者） 「全面否定は し ないが 、 昔か ら社会の為、 国の為と言われても、実際 はその

一部の人の為に な っ ているのではないだ ろ う か 。 お国の為の戦争とい っ た ことを考 え てみ

てもいいし、 例え ば医学部で研究し開発 し た治療法が皆の為に なるかとい う と、金の ない

人は明らかに 盲腸炎でも放 り 出 さ れるよう な 医療制度の下では、決し てそ う は言え ない」

（が ん 固者） 「大皐 さ んの姿勢が問題だとい う け ど 、 一体 ど こが悪いんや ？ 白 山を 調査

するとい う 機会を作 っ て くれたや ないか ？ 」

（批判者） 「大串 さ ん は最初か ら学生を使 う ことをあて （こし て、白 山調査を引き 受 け て

きた 。 そして使 う 学生には、 日 常的な 接触の中で一種の信頼関係を つ く る 、 そし て学生の

希望に沿 う 形で、 おもむ ろに委託研究の話をも ち かける。 出 さ れた デー ク 大串教授の業績
令 ．
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と な る。 学生 は 教官 に と っ て 、 あ く ま でも テ ク ニ カ ル ア シ ス タ ン ト で し か な い。」

等 々 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

全 く む つ か し い話 で 、 私 に は よ く わか ら な い部分も あ る 議論であ っ た 。 し か し 、 こ の よ う な 蟻

玲を い く ら し て も 、 今回の 問題に 対す る結論 は 出 て こ な い 。 さ ら に 、 「 自 己批判」．、 し た は ず の

人々 の 間で さ え も 、 大皐 先生の こ と を あ あ だ ろ う 、 こ う だ ろ う と い う 推測が、 問題点 を 煮 つ め

る こ と の じ ゃ ま を す る 。 そ こ で 、 と に か く 「大忠 先生 と 白 山問題に 関 し て話 し 合い を も と う 」

と い う こ と に な っ た・。

話 し合 い と い え ば、 か っ こ い い が 、 実際の 所 は 、 学生内部 で の 意見の 不一致、 「大串 教授

の 行動を ど う と ら え る か」 と い う解答を 、 大睾教授 と の 話 し 合い の 中で得よ う と い う も の であ

っ た 。 あ る 学生 は 「大寧 さ ん を 断呼追及すべ き だ」 と 思 い 、 あ る 学生 は 「大串 追及な ん て と ん

で も な い 。 大串 さ ん の 言 い分 を 聞 い て み る だ け や」 と 思 っ て い た 。 前者 は世 な れ た院生 に 多 く 、

後者 は 、 こ れ か ら 、 こ の生態猥座て、 大年 教授 の 下で、 大 い に 研究 し よ う と 思い描い て い る 人

々 で あっ た 。 そ し て 、 後者が 、 あ る 問題に直面 し た 時、 普通の 人が と る 態度であ ろ う と 思 う 。

周囲 の 口 やか ま し い人か ら 、 ど れ だ け 問題性 を指摘 さ れ、 変身あ ざ やか に 「 自 己批判」 し た と

し て も 、 2 0年以上生 き て培われ た 社会観 、 人間観 、 大学観が 、 そ う や すやす と 変 る も の で は

な い 。

私 は 、 大華 さ ん と の話 し 合 い を 持つ こ と に対し て 、 全 く 抵抗 を 感 じ なか っ た 。 私 に と っ て

話 し 合 い は 、 大卑 さ ん の意見を 聞 く だ け で あ り 、 団 交 と か追及 と か い う お そ ろ し い も の で は な

か っ た 。 私 は大津 さ んを 信用 し て い た 。 大卑 さ ん と の つ き 合い （関係） は 、 大切な も の で あ る 。

そ れ と 同時に生態講座 の 一 員 と し て 、 他 の 学生 と の つ き あ い 、 と い う か連帯 も 、 重要 な も の で

あ っ た 。

大車 先生は イ羮 ら の 質 問 （こ ど の様に答え て く れ る だ ろ う か 。 新聞 に つ い て は 、 「県 は け し か

ら ん
‘‘

i僕 （大卓） も だ ま さ れた 」 と 怒 り の 声を あ げ る だ ろ う か 。 自 然保護に つ い て は 、 「自 然

破壊 · ー・（スー パー林道） を 告発 し よ う 」 と い う だ ろ う か 。 そ し て 委託研究 に つ い て は 、 ど う 考 え

て い るの だ ろ う 。

＜ 第 1 回 大卑教授団交 ＞

大亀教授 と の話 し 合 い は 、 7 3 年 1 月 2 5 日 に お こ な われ た 。 我々 が用意 し た 質 問 は 、 次

の 3 点であ ；った 。

( 1 )  何故に 白山詞査を 引き うけた のか ？

( 2 )  北国新聞の 内容を ど う考 え る の か ？

( 3 ) 委託研究 に つ い て
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大皐 教授 は次の様に我々 の 質 問 に 答 え た 。

1 )  白 山 の生物相 の 実 煎 を 知 る た め と 、 白 山 を ど の よ う に 利用 す る か を 知 る た め で あ る 。

自 然 保護の姿勢 は 県 の 出 方一 つ で あ り 、 遠 く か ら ワ イ ウイ 言 っ て い て も は じ ま ら な い の で、 自

分 の 目 で見 る 為 に 参加し た 。 県 か ら 頼 ま れ れ ば 、 白 山 の 近 く に い る私が 引 き 受 け る のが 当然 。

2 ) 県 の 内部に は い ろ い ろ な 考 えが あ る が 、 そ れ を 一本化すれ ばあ の よ う に な る の で は な

い か 。 自然保護 と 産業 と の 兼ね合 い を 考 え て い る の で は な いか。

2 ) の 答の 、 あ ま り に も 第 三 者 的 な 無責任 さ に 不満 を 感 じ た 学生側 が 、 「我 々 の 調査が

自 然破壊の 目 隠 し と し て利用 さ れ た こ と を ど う 考え る か」 と 質問 す る 。

県 の 内部 で力 の 程対冗が あ る 。 だか ら 、 あ の よ う に な っ て も 不思蟻 は な い。 北国新聞 の記事内容

に つ い て は 、 次 の 自 然保護セ ン タ ー の 会合で、 徹 回 さ せ る方向で話 を す る 。 拒否 さ れ た場合 は

こ ん 虫班 と し て 声明を 出 す 。

さ ら に 学生側 は 、 「新聞言召農 に つ い て ど う こ う し よ う と い う の で は な く ．、 白 山顆査が 自

然保護行政に組み こ ま れ て い る 以上、 何を し て も 同 じ で あ る 。 大串 教授 は県 の意図 に反

対 す る と い っ て お ら れ る が 、 胴査 そ の も の を 自 然保護行政か ら は ず す と い う こ と を 考 う

て い る の か ？ 」 と 質問す る が 、 大串教授 は こ れ に は 全 く 対応で き ず 、 黙 る だ け であ っ た 。

( 3 ) の 質 問 は出来な か っ た が 、 最後 に 次の よ う な 確認事項 を と っ た 。

I )  4 月 上旬の詞査団の総会で は 、 何 ら か の 声明 を 出 さ せ る 。

II) ス ー パー林道は現状で は 自 然破壊であ る 。

III) 調査 を 引 き 受 け た 理由 は 、 破壊 の監視 と 、 白 山に 近 い 自 分が引 き 受け る のが 筋 と 思 っ t,.

IV) 学生 を 連れ て 行 っ た の は 、 白 山 調査 を通 じ て 学生 の経験を 増 や す と い う 事 を 考 え 、て い た 。

大察 先生と の 括 し 合 い は 、 全体 と し て な ご や か な ふん囲気の中で進め ら れ た 。 教授に対 し

て 団体で質問す る 我々 も き ん ち ょ う し て い た が、 大車 先生の方 も 、 平静 を装 っ て は い た も の の 、

相当 き ん ち ょ う し て い た 様子で あ っ た 。 私 は と い う と 、 こ れ ま で の 生 き 方が生 き 方だ け に 、 全

く ぎ ご ち な い気分であ り 、 当初 の余裕 は ど こ へや ら 、 論理を かみ く だ い て理解す る こ と も 、 ま

して そ れ を批判す る こ と な ど 、 思 い も つ か な い状態であ っ た 。 き め ら れ た手順に従 っ て質 問 し 、

大卑 先生 の 回答／：： 若干の 疑点 を 感 じ な が ら も 、 拝聴す る だ けで充分成果があ っ た と 感 じ た も の

で あ る 。

し か し な が ら 、 大串 先生 は 我 々 の 様 に 単純で は な か っ た 。 海千山千の 県庁 の役人や 、 大学

の お え ら 方 と つ き 合 っ て い る か ら だ ろ う か 。 明確な 自 己主張 は全 く な さ れず、 大学教授 と い う

立場 、 県 と 大学 と の 関係 と い う 点 に お い て の 原則論に終始 した 。 そ し て 4 0 年近 く 世間 を 渡 っ

て き た 事 を 、 そ の 半分 し か生 き て い な い我 々 に誇示 す る か の よ う に 「県 の 内部に も 力 のギ吉抗

が あ る 」 と か 「 自 然保護 と 産業 の兼ね合 い を 考え て い る の だ ろ う 」 な ど と 、 全 く 第三者的 に 述
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べ る。 「白 山調査があんなふう に 県に 利用 されたのに 、 なんで お こ ら ん のや」 大臣の答弁み

たいな こ と 言 わんでも 、思うてるこ と を正直 に言うて く れた ら エー のに、 何 も 固る こ と あれへ

ん や ろ ！

大 串さんは、私の期待した 答をして く れんか っ た、本当はそう思 っ てるのやろう け ど 、何

かの理由で言 え んの だ ろ う 。 しかし、それ を 言うて も ら わん こ と に は僕 ら 困る ねん。 大宰 さん

が 悪者 にな っ た ら 、そ れ に の こ のこついてい っ た僕 ら も 悪者 に なる ね ん 。 こ わい院生がやさし

(,'.文 ご：： 、 早々 と 自己批判した私ま でいびりよる ね ん 。 「僕 ら の運命は、大忠 さ んの一 言 に か

か っ と る んや で一 ！」 と は言うてみ ても思 っ たよう に な ら んし、 と にかく、 こ う なった ら、

ブ、津 さんの 0か ら 「白 山調査に参加 し たの は 間違いや っ た 。 委託研究 に は いろんな裏があ る か

ら 、今後気を 付けま す」 と 言うても ら う ま で、大卑さん を 追及せなあかん 。

と いう わ けで、 1 月 2 9 日、第 2 回 目の話し合いである。

＜ 第 2 回 大卑教授団交＞

質 問の手順 とし て、次の事 を 決 め て話し合いにの ぞん だ。

( 1 ) 前 回の大串教授の考えの再確認。

( 2 )  以後白 山調査に参加するか どうか。

( 3 ) 次の 白 山 調査 団に おいて、大卑教授の立場なり態度 を 明確にせよ。

( 4 ) 委託研究に つ いて。

その話し合いの一部 を の ぞいてみ よ う。

（学生） 今後の白 山調査にど う 対処してゆ くか ？

伏専） • • … •略 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 現在の ス ーパー林道は止 めよう と しても 止め ら れない。 しか

し長い 目でみれば、その よ う な破壊 を くい と める資料 を 作る こ と ができる 。 破壊の影響の

調査が必要である。

（学生） 破壊は見れば す ぐ わかる。 生物が死滅してからでは、資料などおそいのではな

いか。

滋） ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． （回答なし）

（学出 大車先生自身はどう対処してゆ くのか。

は卑） 直 接的にスー パー林道（こかか わる と 、 県の内部で悪用される恐れがある。我々

に はそれに 対処 する だけの実力 がない。 そ れ故昨年ま での方向で行くべきだ と 思う。 実力

がな い と いうのは、 詳細なデー タ を作る力がな い と いう 事 だ。

（学生） 今後、委託研究 を する場合、学生の力 を 借りるつも り か。

（大喜） その内容に賛同してくれる人が いれば、大 い に協 力しても ら いたい。

（学生） 委託研究 と いう意味での 白 山調査をど う 考えるか。
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（大卑 ） どんな 目 的 でやるかが問題で、委託研究を一 般化できな い 。 自分の研究テ ー マ

と一致すればやるし、専門外でもどうしても必要だ と 思った ら やる。 白 山調査は昭和·2 0 

年代後半より行なわれてきた 、 全国的に特別な地域についての生物相調査のひ とつとみて

い た 。

（ 学生） それなら調査を白 紙にも ど して 、 金をもら わずに再構成 し た ら どう だ。 自 然の

監視なら、特に こ の調査に参加しな く てもできる。

（大串） それは参加路線か不参加路線かの問題だ。

（学生） 今後も ど う し ても県から金をもらってやるのか。

（大 串） 県に こ ちらの主 旨を納得してもらえれ ばやる 。

（学生） 現状の破壊は い ろんなと こ ろ で顕著 だ。自然保護に厳密な デー ク は必要か。実

力 が ない言 々 は ナ ン セ ンスだ。

（大 点） 皆が本気でやれば今の調査団だけで 十分だ。

（学生） な ぜ 白 山 調査が必要だ。

（大串） それは 自 然科学が必要かと いう問題だ 。

（学生） 今回の網査の意図は明らかである 。

（大 忠 自然保護行政自体は悪 いとは思わな い。良 い面も悪 い面もある。悪い面だけを

見るべきてはな い。環境庁もつぶ せと い う事か。

こ の 2 回 目の括 し 合いは、第 1回 目 とは、その内 容、とりわけ大 忠 教授の対応において、

全く異 っ たものとなった。大専教授は、僕ら の 発 する具体的な問題に対 す る 回答を意織的にず

ら し、私の よ うな幼稚な学生には、 ま だ ま だ充分認識して いない 問題へと引 きず っ て いっ た 。

「参加路線と 不参加路線 ？ 」 「自然科学が必要か ？ 」 「環境庁も つ ぶ せ と いう こ とか ？ 」

… • ・ ・ ・ ・ 私には想像もできなか っ た 反発である。一部には 、 こ れらの発言に対し て も 、 す ば ・

や く 反応し、大卑 教授を批 判 す る 学生も い た が、大部分の人にと っ ては、寝耳（こ 7Kで、 ど う反

論 し た ら よ いのか、どう対 応す べきなのかわからず、た だ お ど お ど と途方に く れ プ． ':'か り てあ

った。その意味 で、大 串教授の方が話し合い対策を よ く 考えられてい たら し い。

「こ り や あかん ！ 」 こ れらの問題に我々の答を持 た な い こ とに は、大年 さ んを説得 するな

んて と ん でもない話 で ある。私は単純な問題だと思って いても、相手の大宝教授にとっては 、

ゆ ずる事のできな い基本的な 問題であった ら し い。．

微妙な思心は、ま た また 揺れ動 く のであった 。 こ んな予定やなか っ た 、 こ んな こ とになっ

た のは、委託研究の問題に し ても、白 山調査 そのものに対しても良 く 考えず、あっ さ り 「自己

批判」 な んかして、エーかっこ し たからや 。 ほ いほ いと大 拿 さんにのっかって白 山へ行き、周
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囲 が騒が し く な っ で く る と 、 こ ろ っ と 変 っ て 、 「白 山 ま ち が い や」 こ ん ど 又、 大卑 さ ん か ら

激 し い反発があ る と 、 「白 山 ま ち が い や い う た の ま ち が い や」 。 今か ら 考え た ら 「白 山 ま ち が

い や 」 い わん か っ た ら、 大専 さ ん と 対立す る こ と も な か っ た んや、 そ し て今 ご ろ は 白 山の 大 自

然に夢 を はせ、 資料整理を 喜々 と し て や っ と っ た は ず な の に ！ 「 な ん で こ う な っ た んや ろ う 」

「 ど こ で 間違 う た ん か な あ」 。

・ 私 は 、 こ の 話 し 合 いに入 る 前 ま で は 、 大卑 先生に対 し て 、 私達の 主張に理解 を 示 し て く れ

る だ ろ う 、 と い う 甘い期待 を 寄せ て いた 。 そ れが ま さ に ＂甘い期待＂ で あ る と い う こ と を 、 い

や と い う ほ ど 思い知 ら さ れ た 。 ど う も 、 大専 先生の考え 、 行動は 、 私の 考え て い た の と は相当

く い 違 っ て い る様であ る 。 薪閏記容 の砂な んか、 何 と も 忌 っ てへ ん 、 む し ち 当 り ま え ふ た いに

考え と る 。 そ し て ス ー パー林道の 自冗破坦 にも 、 全 く 頭 を痛め て い な い

。

た た 白 山の 言ら二を す

る こ と だ けが、 重要罠題の よ う で あ る 。 そ れ も 、 石川県 と の関係の な い調査で は 、 意味を な さ

な い ら し い 。 そ し て

学

生 を 使 う こ と に つ い て も 何 と •も 思 っ て い な い 。

そ れ に し て も 、 私 の 話 し 合 い に の ぞむ姿勢 の何 と 甘い こ と か。 こ の甘 さ は一体 ど こ か ら 生

ま れた の だ ろ う 。 友達同士でや り 合 う 時は 、 気楽さ の せ い か 、 自 分に は 甘 く で も 相手に は き び

し く 追及す る 。 ま し て相手に甘い期待を 寄せ る こ と な ど あ ろ う は ず も な い 。 と こ ろが 、 ひ と た

び相手が上の 人、 私に何 ら か の 利益 を も た ら し て く れ る人 と な る と 、 言葉 つき もや わ ら かに 、

自 分 に も 相手に も 甘 く な る 。 そ れ と 同時に 、 力 あ る 人に対し て も 、 我 々 に甘 く し て

ほ

し い と 願

う 。 力 の あ る 人の 前で は ど う し て 、 こ う も 畏縮 し な け ればな ら な いの か 。 今度の私の湯合で言

え ば、 大皐教授 と の 日 常的な接触の 中で培か われ た あ る 種の 気安 さ 、 教授が私の 事 を 良 く 考 え

て く れてい る と い う 安心感か ら生ま れた の だ ろ う か 。 ・ 彎 ． ． ． ． ． ． ． ． （つ づ く ）

雲

の

ま

暉

痒

m

聟

の

掲

ヽ

ヘ

を

知

5

り

が

澤

サ

一タ

と

て

レ

こ

え『涵＇
ソ]

の

た

ア

と

こ

フ

い

に

ら
｀

し

望

か

ほ

要

員

が

。

会

ン

｝

学

イ

照

る

サ

参

゜

あ

の

項

す

渾集者 よ り ： •こ の

サ

あ り ま せ ん 念の為）

イ ン は 決 し て裏返 し で は

ヽ



＜編集者への手紙＞

※ 日 本生物学会 誌第 3 号、楽しく読ませていた だきまし た 。 （実は 1. . 2 号はほとんど•読ん

でいません。何しろ私は 1 0 0 円 会 員 だ か ら 、 ま じ め に 読む義務はない。）
＇

・ ・ ・ ・ ・ ・今までは

半仙 半魚先生のフ ァ ンであ りまし た が、 今 回の会訪より 虫浮 虫を雲先生の大 フ ァ ン に なって

しまいました 。 自然原人先生 も よいが、このよ う な通俗雑誌にのせ る に は話が固す ぎる。

（ほんとは、 みんな、 ほとん ど 読んでいない。 な（こしろ オ レ は、題名と著者を見れば内要が

わかってしま う のだ。）· これより フ ァ ン レ タ ー 虫臣遊雲先生、サイ ンを下 さ い。大

事 に します。家宝に します。子子孫孫 ま で伝 えます。 大 作読み物 生物学科科鮪史 （わあ

ー、たすけて く れ、漢字が書けない）の完成を 期待しています 。単行本が出 たらまず私 に 下さ

い。． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．

＜学会 お よび非学会記事 ＞

※ 暑い夏をいよいよ暑苦し く すべ く 、 第 4 号の製作を急 ぎました。何とか暑い う ち に間に合

って、ほっとしています 。 汗をかきながらつ く った も のを 、 涼しい顔して読まれ た の で は

割が合いませ ん。

※ 大 枚4 5 0 0 円なり投 じ て、柄の長いホ ッ チ キ スを瞑入し、先号から 、週間誌と同 じ と じ

方に か え まし た c 背表紙は な く な り まし たが、少しは読みやす く な っ たと思い ま す 。 コ ピ

ーをとる ときも 便利です。何 し ろ ｀｀一流学会誌’' です から、 い ろいろ と 気を使 っ ています 。

※ 会 員は続々 と 増 え つづけ、 1 0 0 人をすでに越しております。 ＂ヘ ン ’' な 日 本人 が か く も

た く さ んいる と は、気が つ き ません でした 。 日 本の将来が思いやられます 。

※ も っ と も 、 そ のわり に は書 く 人が少な く 、 執 筆者 が固定し て き て い る よ う です （会員 の 声

： 会長が書 きす ぎ る か ら ゃ んけ）。気楽に 何で も 御投稿下 さ い。
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